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乳牛の群行動と管理

乳牛の群飼育方式とは，個体を 1頭づつつなぎ

飼いとして管理する個体別飼育方式に対して，群

にして放し飼いで管理する方式といえる。また，

給飼施設，搾乳施設，休息用施設等を別個に設け

て，牛を個体ごとにつなぐ乙となく，作業体系に

あわせて誘導し，施設および労働力の集約化をは

かろうとするものであるということもできょう D

ただし，一般的に完全に個体の行動を制限しない

というととではない。搾乳牛では搾乳は基本的iと

つないでお乙なわれる。逆に，育成牛などは長期

間共同牧場などで終日放し飼し 1とされる乙ともあ

近藤誠司

(北海道大学農学部)

ろは大きく異なるo 前者はし、わゆる自然の中で進

化を通じて形成されたものであるが，乳牛の群は

人が作るものであり，具体的には同じ場所へ囲い

込んだ複数の個体であるといえよう。ただし，作

られた乳牛の群が，いわゆる烏合の衆として相互

に何の関係もないままランダムに行動しているか

といえばそうでもなし、社会的に組織だつた一定

のパターンに沿って行動しているように見え，そ

の点ではシカなどの群社会と近似したものといえる。

動物行動学の分野で、は上述の「群社会一社会的
(1) 

な群れ」を次ぎのように定義している D

る。1)複雑な伝達機能をもっている。

いづれにせよ，乙のような群飼方式の管理を牛 2)階級，性，年齢によるグノレープがその群れの

の側からみると，個体別飼育では見られなかった

2つの特性がある。ひとつは個体の行動の制約が

比較的緩やかである乙と，今ひとつは群内の牛に

とって，他個体との接触-相互作用が日常的かっ

杢頁理主五五ζ主玄室主笠ム

乙の 2点は従来の畜産学の概念にはなかった領

域である。我々は自由に動く乳牛の行動原則につ

いて充分な科学的知見を持っていないし，また陪む

というもののとり扱いについて経験以上のものを

もっていない。群飼方式における管理技術は科学的

維持に対して機能を分担している。

3) 一個所に固まって生活する傾向を持つD

4) 群れの構成個体は日常的に同じてうr]<;樹劫三ある。

5) 群外の他者に対して拒絶反応を示す。

乳牛の群れについて，上記の定義はいくつかは

あてはまるが適用できないものもある。では，乳

牛の群れに見られる組織だ-:::J}，こr 定の、在動ρ.ベタ

ーンとは何であろうか。一般に以下のように集約

Lうるだろう。

1)採食，休息等の行動形が斉一化していて日周

な裏づけをもとに確立しているとはいい難し'0 1 性を持ち，いわゆる行動型 (behavioral

本稿では，以上のような観点から，群飼下の乳 I pattern)といわれるパターンを示す。

牛の行動を，主に群という側面から把え，施設と ~ 2) 群内の個体聞になんらかの社会的関係が確立

いう飼育環境に対する牛群の行動的反応を整理し， ~ している。(2)

群管理技術確立の一助にしようとするものである。!の群内の各個体の空間的分布(広がり方)が物

R 理的にランダムではなく法則性があるロ(3)
;".. ¥ 

笠主!主空:(.:か く!?1~挙げた行動形が斉一化しているということ
野生のシカやパイソンなどの群と乳牛の群とは， は，群飼した乳牛が一斉に休息し，一斉に採食し，

同じ群という用語を使っても，その意味するとこ 一斉に移動するということを意味している。搾乳
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牛などの場合は，給飼-搾乳が比較的巌密なリズ 1)群内の優位一劣位関係に基づく順位は直線的

ムを持ってお乙なわれるので，それら作業体系に ではなく，その中に=すくみ，四すくみを含む

より個体の行動が律されているという面もある。 乙とが多い。

しかし草地に終日放牧した育成・若雌牛群でも日 2)順位の確立時期は 4"'8か月齢とするものが

の出・日没を中心とした斉一化した採食ー休息行 多いが異論もあるo

動型が見られ，このパターンから著しくはずれて 3) -s.確立した順位は永続的で堅固なものであ

行動する個体がない乙となど、から斉一化した行動 るとされている。

型は群の本来的な習性であると思われる。 4)群の個体を入れ替える乙とは順位構造を変化

d¥Eつ¥いi/註てはして挙げた酬の個体聞の社会的関係 させることもあるが，影響ないとする報告もあ

i ， S co t t(2) がさらに 4つのカテゴリ る。

ーに分けて提示しているo すなわち，優位一劣位 5) 順位と品種，体重，体尺各値，年齢，気質な

i関係，先導ー後続関係，母子関係，および性的関 どとの聞の関連性について研究は多いが結果は

係である。一般の酪農経営では比較的早い時期に まちまちで結論を得るに至っていない。

母牛と子牛を分けてしまうし，また雄牛を所有し 6) 順位と生産'性の関係については，乳生産との

て群に入れ，自然交配している農家はほとんどな 聞には否定的な報告が多く，肉生産との聞にも

い。したがって，乳牛群内の社会的関係は前2項 一定の関係は得られていないのが現状のようで

の優位一劣位関係および先導一後続関係の 2つに ある。

絞ってさしっかえないだろう。 個体聞の優位一劣位関係は学習されることによ

優位一劣位用停は，牛群内のボス牛の存在とし
る(5) 

り確立していくといわれてい 。育成牛群などで

て比較的古くから知られていた。群管理の立場か よく見うけられる，遊びにも似た闘争行動(頭と

ら，ボス牛および優劣順位は弱し 1者いじめ→喰い 頭で押し合う行動， f igh t i ng もしくはhead-

はぐれ→生産減といった観点でネガティブに受け contact behavior)(6)を通じて優劣を確認し

とめられてきたが，順位性そのものは群の維持に 合っていくのであろう。群に新しい個体を導入し

なくてはならないものである。 た際など成牛同士でも見られることがある。

順位性の役割は，複数の個体が一個所iζ固まっ 乳牛群内で儀式化した優位一劣位関係の行動は

て生活する際iと必然的に生じる相互干渉において， 威嚇一服従行動，もしくは回避行動 (threatー

その結果が片方もしくは双方の個体に直接肉体的 ening and avoiding)と呼ばれているD 飼育

ダメージをおよぼさないよう，前もって個体閣の 条件が適切で群が社会的に安定していれば，群内

力関係(優劣度)を認識し合っておき，実際の物 の優位一劣位関係は物理的接触を伴わず，乙のよ

理的攻撃を抑制するというものである。充分に発 うな一連の儀式をとおして確認されるものなので

達した順位性のもとでは，攻撃はつい、に優位個体 あろう。

の模擬攻撃姿勢と劣位個体の模擬服従姿勢といっ 頭突き行動 (bunting)と呼ばれる行動も優位
う(4)

た一連の儀式となっているとし、 。 一劣位関係の中で生み出される行動である。押し

乙の優位-劣位関係および順位については観察 のけ行動(頭以外の体の部分で他個体を押しのけ

しやすいせいか，家畜行動研究の分野でも研究報 る， pushi ng)とともに，優位個体が劣位個体を

告が比較的多い。牛群に関する報告をまとめてみ 物理的に攻撃する，もしくは排除する行動であるo

ると次ぎのようになるO 飼育条件が群にとって適切でない場合に多発する
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ものと想定され，頻繁な場合は劣位個体の肉体的

損傷を招く乙ともありうる。

先導一後続関係とは，牛群を定期的に移動させ

た場合，その移動の順番(移動隊列内の個体の位

置)が同じであるという観察を基礎としている。

実際の報告例としては，定期的体重測定の際に牛

衡器に入ってくる順番が同じであった (weig-

hlng ordefj搾乳室へ入ってくる順番が同じで
(8)，(9)，(10) あった (mi 1 k i ng 0 rde r) ¥01 ，¥'"，¥lUl， 牧区間も

しくは運動場と牛舎一給飼施設への移動順位がー
日1)， (12)， (13)， (14) 

致した などがあるo

シカやマウンテンシープなどでは，移動時の先

頭個体は群を率いていくといった役割を荷負って

おり，群内の優位一劣位関係の最上位の個体と移
(15)， (16) 

動時の先導個体とは一致するようである が，

牛群の先導個体は，移動を誘発する刺激に対して
(17) 

反応しやすい個体といった解釈もあるo したが

って，牛群の先導ー後続関係は個体聞の社会的関

係であるが，同時に後述する群内の個体の空間分

布の移動時のパターンとも解せよう。

61員こ挙げた群内の各個体の空間分布が物理

的にランダムではないという現象は，群内の個体

が他の個体や牧柵あるいは壁面等に対して特定の

距離を持つ，もしくは位置を占めるといった観察
(7)， (12)， (18) 

結果 にみられ，牛群の空間分布行動様

式 (spatial pattern)もしくは空間行動

(spatial behavioりなどと呼ばれている。

乙れらは群居性の動物は一定以上他個体を近づ

けない距離および空間 (personal distance 

personal space)を持っており (1日，同時に

群から一定以上の距離をおくことはない (soc-

ial distance) という概念が演線的基礎とな

っている。
(20) 

実際に，牛群の広がり方の研究 や群内の各個
ry'a(21)白2)悶，(24)

体聞の距離を計測し分析した研九 " によ

れば，広大な放牧地においても牛群は個体どとに

散開してしまうことはないし，またある程度面積

を限定しでも個体間距離は一定以下とはならない。

同時に一般的な状態ではその分布はランダムでは

なく統計的に一定の法則'性を持っているD

白5)
Mc Bride は，乙の群内の空間分布と社会

性の関係に注目し，個体閣の距離は互いの社会的

相互作用を緩衝する役割を持つので、あろうとして

いる。したがって，群内の各個体が一定の距離を

もって位置する乙とは必要不可欠のととであり，

ゆえに群飼時に必要とされる面積は，各個体が物

理的に占める面積+各個体聞の社会的刺激をコン

トロールしうる距離により決定されるものであろ

うと示唆している。

近年，様々な観点、から牛群の空間行動に関する

研究がお乙なわれているD しかしながら， Mcー

(25) 
Br ide のしづ社会的刺激をコントローノレし

うる距離とはし 1かなるものかについて未だ明確な

結論を得るに至っていなし、優位-劣位関係と空

間行動についても，いくつかの報告があるものの

その結論は一致していない。しかし，牛群の空間

行動は飼養面積や給飼施設など施設全体のデザイ

ンと密接に関与しており，省力性や経済性と直接

関係してくる問題であるだけに，今後さらに一層

の研究がなされるべきであろう。

群の機能とその構造

ある種の野生動物がなぜ群とし、う社会を形作っ

て生活しているのかについて，社会生物学者
側

Wi lson は，よく組織された社会群は環境に対

する個体の生存の可能性を最大にする最も効果的

な方法であるとし，その機能を次ぎのように要約

している。
Pヘ
?)捕食者に対する防衛機能

J2)競争力の増大

.i 3) 環境圧力に対しての緩衝作用を持つ

14) 採食効率の増大

¥5) 新しい地域への適応的侵透

;6) 生殖効率の増大
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(7) 出産時の生存率の増大

¥ 8) 安定性の改善

19)環境の修正

k群社会が乙のような機能を持つがゆえにハチや

シカが群を作って生活しているという論理は納得

しうるが，今我々が飼育している高度に改良の進

んだホルスタイン雌牛を複数で放し飼いにした場

合に一種の群社会を作るという事実の説明にはな

りえない。もし，説明しうるとすれば，家畜化さ

れる以前の牛が何千年と廻り返してきた野生状態

の中で獲得した群居性という行動特性が形質とし

て現代のホルスタインの中にも残っていると想定

する乙とであろう D 放牧地での牛が，決して一定

以上には離れ合わないとか，行動形が斉一化して

いるとかいった群行動の特性は乙のような形質に

根ざしているものと思われる。

さて乙乙で群の持つ今ひとつの側面に注目した

い。群には複数の個体が比較的小面積の中に存在

しているo そのため，個体聞の接触一社会的相互

作用は日常的かっ不可避的である。したがって，

常に苛烈な競合が起乙る可能性を秘めている白そ

乙で「且2盤15笠郡三警捜::'X'ガ:歪j時機構

J;__"-~<2.踊鍬，.t恨んh君主的~Q:伺f本閉り、社会的関係、

いわゆる群内の社会環境に対しても機能しなけれ

ばならない白 「群」の行動的特性で述べた社会性

と空間分布がこれにあたるものであるo

我々が経営上の目的で囲い込んで群飼した乳牛

の群は実は乙のような複雑な構造が示唆されるも

のなのである。すなわち，群は従来より群外の環

境に対する適応機構であると同時に群居すること

により必然的に生じる社会的環境でもある。さら

その社会的環境に対する調整機構も内包して

いる。乙れらの関係を図 lに模式的に示した。

|環境|

↓ 

生産の維持

または増大

、色 ~ 調

個体の適応

図 1 牛群の構造に関する模式図
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図1について，具体的な例を想定してみよう。

牛群に対して休息施設や給飼施設の面積やデザイ

ンが適切であるならば，各個体はそれぞれ必要と

する距離をおいて過度の競合を起こすことなく充

分休息および採食ができ，個体の維持と存続は保

証され，種としての群の発展も期待される。生産

も順調に続けられ，畜産経営として好ましい状態

となる。

もし，休息施設や給飼施設の面積もしくはデザ

インが不適切であるならば，各個体は牛群の本来

的な空間分布がなしえず，社会的相互作用が物理

的な攻撃を伴うようになる。その結果，社会性の

優位一劣位関係にもとづいて，優位個体からより

適切な環境を占有し，劣位の個体ほど排除される。

乙の時，適応機構としての群は，種の存続のため

群に対する適応度を高める方向に強く動いた形と

なり，群内で優位の個体ほど生存を続けるチャン

スに恵まれるという図式になる。乙の状態が長く

続けば，劣位の個体と死亡といった局面に至るか

もしれない。そうなれば，個体密度の低下といっ

た形で群の社会的環境の改善がなされるかけで，

究極的には外部の環境に群が適応し得るレベルま

で密度は低下するだろう，乙のような方向に適応

機構が作用する乙とは畜産経営にとって，もちろ

ん好ましくなし、

群管理技術と群行動

酪農経営における群飼は上述のような形態で始

まるととはほとんどない。新生子牛は通常，離乳

まで個別ペンで飼育された後，群飼される。乙の

時の群規模は経験的に 5"'7頭がよいとされ.M
四)

WPS でも 7頭以下を推奨している。近年，北

海道においても急激に普及してきたカーフハッチ

方式においても，離乳後はスーパーカーフハッチ

と称する施設で 5"'6頭の群にして育成する方式

が推奨されている。

実際の酪農経営において，牛が「群」を最初に

経験するのは乙の時期であり，群飼システムをと

り入れた経営で、は各牛は，その後も基本的に群を

中心として成長および生産を続けていく乙とにな

る。前節で述べた群の機能およびその構造性はこ

の時期を出発点として形成される。したがって，

この時期は群の社会性および空間行動の形成とい

った観点、から群管理技術にとって重要である。

それまで個別飼育してきた子牛を群飼じた場合，

どのように「群」が形成されていくのであろうか。

6頭の子牛をおよそ70m"/頭の運動場で群飼して
(29) 予

観察した研究 によれは，群行動の斉一性，空間

分布のパターン，および社会的関係は次ぎのよう

な過程で形成されるようである口

1)群飼にしたのち. 3日目には横臥行動を指標

とした行動型は斉一化する。

2) 行動型の斉一化と前後して，群全体の広がり

方が収敬する方向に向かい，一定値で安定する。

前節で、みた牛群の構造的特徴を基礎に，群管理 3) 群内の個体聞の最近接個体間距離は群にした

上の問題点をいくつか例に挙げ，群行動の立場か のち減少を続け，それから推定する個体の空間

ら整理してみよう。 分布は 4日目以降，ランダムではなくなり，実

1)群の形成

野生状態での群居性動物は新生個体として群に

加入 (affi1 iation)する。最初の社会的関係

は母子関係であり，空間分布は母一子間距離を中
間

心として形成される 。群の他のメンバーとの関

係は，その後除々に作られていくものと思われる。

距離の群平均もおよそ 2.0'"1. 5 mで一定とな

る。

4)闘争行動は群飼したのち高い頻度で推移する

が， 5"'6日目に低い値(10回以下)で一定と

なる。

以上のように，それまで停別飼責 L丈~，'I_t.こ子牛

を群巴;玄Jるとおよそ，1.週間の聞に群の社会性およ
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び空間分布に関する基礎構造が作りあげられるよ

うである。この過程は，群構成頭数，飼養面積お
(30) 

よび子牛の前経験によって変化する

すなわち，群構成頭数が2頭から12頭の間では

上述の群形成過程に大きな違いはないが， 12頭の

場合，行動型の斉一化がやや早くおこり， 2頭群

の空間分布は他の群のような傾向を示さず，分布

自体もランダムで法員IJ性がない。闘争行動総数は

頭数が多いほど大きし、。飼養面積は，群形成過程

に大きな影響をもっ。約 5m"/頭で群飼すると，

行動の斉一化はごく初期におとる。個体間距離は

日数経過とともに低下するが，その分布は最後ま

でランダムである。

群飼とする前に， 2頭づっすべて組み合せてお

いて群にしたり，群と群を新たな一群とした場合，

直後もしくは少なくとも 2日自には安定した社会

性および空間分布が作りあげられる。しかし，前

者のように 2頭づっ組み合せながら，その組み合

せを定期的に変えていくと増体を著しく損うよう

である。既にある群と群を一群とした場合，当初

は同じ運動場内に 2つの群が別々に存在していた

可能性もうかがわれ，乙れが本当の意味でひとつ

の群に再形成されるためには，やはり 1週間程度

の時間を必要とする乙とが示唆されている。

2) 飼養面積
側 、千

MWP S 14-樫里L牛~よひ瓦隣生の運動場面積

として 7.-.._9ms/ 頭を推奨している。放牧牛の休

息時の占有面積から推定すると，牛群自体が選ぶ
-~ _ ~=__ . ._ (31) 

休息面積は 7了、lOm"/頭の間巴あり ，従来の推

奨値と大きく異ならなし、

極端な密飼し、では 1頭当り面積を約 2m
S

まで下

げる乙ともあるo 群飼経営上，その面積をどこま

で低下しうるのであろうか。実際に牛を用いて高

密度群飼の影響を検討した研究はほとんどなし、

現在までの密度と行動に関する知見はほとんどが

マウスやラット等舘歯類でおこなわれたものであ

るokil ey-Worthington(32qEZ密度が群町-

..2~雪f都こ与える影響について以下のようにまとめ

ている。

/1)攻撃の増加

j 2) 社会構造の変化

113) 不妊を含む繁殖障害

~ 4) 不充分な母性行動と，それに伴う幼体の死亡

i 率の増加

'¥5) 一般的活動レベルの変化とそれに付随してお

乙る諸問題
旧日

ただし， K i 1 e y -W 0 r t h i ng t 0 n はこれらの

行動的変化には他の環境要因，例えば群構成頭数，

飼槽の長さ，飼料の質量，換気等の影響も強いと

している。
(田)

乳牛の運動場面積を減少させた研究 によれば，

9，3 m
S

/ 頭から 2，3m"/頭に運動場面積を減少さ

れた17頭の搾乳牛群では，全体の運動量は低下し

たが劣位個体のそれは増加傾向にあり，闘争行動

は減少し，乳量については影響がなかったとして
聞

いる D また若雌牛を使った同様の研究 の結果も

ほとんど同様である。

12頭育成子牛群の飼養面積を約70m"/頭から 8
問)

m"/頭まで段階的に減少させていった研究 によ

れば，35m"/頭以上では社会性および空間分布に

大きな違いはないが， 35ms/ 頭と17ms/ 頭の間で，

子牛群の社会性および空間分布が大きく変化した

としている。また，約70ms/ 頭から 5m"/頭へ急

ー (23)
激に面積を減じた 6頑の育成子牛群では，闘争

行動が減少した代りに頭突き行動や威嚇行動が急

増し，それまで一定のパターンを持っていた空間

分布はランダムとなった。また，増体量に大きな

差はなかったが，変動率が増大し群内のある個体

はほとんど増体できなかったことをうかがわせた。
(32) 

Ki ley-Worthington が述べているよう

に，乙れらの行動的および生産性についての変化

は一概に面積の影響のみとはいえなし、先に挙げ

た要因ばかりでなく，飼養期間も強く影響するも
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のと思われる。 70m'/頭と 5m'/頭でそれぞれ6

頭の育成子牛を 7週間飼養した試験(近藤ら，未

発表)によれば，前半4週間に両者の聞に増体量

の差は見られなかったが，後半 3週間では高密度

群の増体量が有意に低くなった。すなわち，極端

な高密度群飼は牛群が必要とする本来的な空間分

布を物理的に阻害し，群内のある種の個体に強い

負荷をかける可能性が示唆されるのである。との

状態が長く続いた場合，生産性にも影響をおよぼ

すととになろう。

3)群構成頭数 (groupsize) 

従来，乳牛群の 1群の構成頭数を何頭にするか

は，人の側から管理可能な規模として設定されて

きた。しかし，豚などの例で大規模頭数群でのト

ラフザルが報告され，構成頭数があまりに大きいと，

管理が行き届かなくなるといった点のほかに，動

物自体にも支障があるととが示唆された。

群行動の面から，極端に大きい構成頭数の群の

問題点を推測してみると，群規模が大きい場合，

各個体は群内の他個体すべてと社会的関係を充分

に確立する機会が低下する。したがって，群規模

の大きな群内の各個体は日常的に，充分に知り合

っていない個体と接触を廻り返すことになり，常

に優位一劣位関係を新たに作っていかなければな

らなし"'0

牛について，適正な群構成頭数を検討した報告は

間)一
少ない。 Cz a ko は， 80頭群と30頭群の搾乳牛

を比較して，行動面および生産面で次ぎのような

知見を示している D

1)攻撃行動数は80頭群を 100とすると， 30頭群

では260

2)ストレスの程度を搾乳室内での心拍数で推定

すると， 80頭群では96回/分に対して30頭群で

は78回/分。

3) 優位一劣位関係の順位と乳生産量との相関係

数は80頭群で0.36，30頭群では 0.160

4)以上すべてを含めて，乳生産量/頭は80頭群

を100とすると30頭群で 107。

労働の集約性や施設の経済性等の点から，一概

に搾乳牛は 1群30頭程度で管理した方がよいとは

いい難い。しかし，例えば放牧地で50'""70頭以上

の若雌牛を終日放牧すると30頭以下のサブクツレー
(3日

プに分かれる とか，アメリカバイソンの非繁殖

期の雌牛・子牛群の一般的構成頭数が10'""40頭の
間

間である とかしづ報告から推定してみても，牛

群の本来の群構成頭数は30頭前後であり，乙の時

に群の機能が最もよく発現されるものなのかもし

れない。

育成子牛を用いた研究で6頭群と 2頭群の行動
....(23) 

を比較した研究によれば， 2頭群は 6頭群に較

べ，空間分布が一定のパターンにならないといっ

た群行動上の特徴があったほか，面積との相互作

用が示唆された。すなわち，70m'/頭という比較

的広い飼養面積では両群の増体に有意な差はなか

ったが， 5 m'/頭で飼養すると， 2頭群の増体は

6頭群に較べ有意に低下したD これは， 2頭のみ

で飼養した場合は優位-劣位関係が，優位個体 1

頭対劣位個体 l頭としづ関係になって，あらゆる

行動にそれが直接反映しており，面積減少などの

今ひとつの要因が加わると，一方の生産が阻害さ

れ全体の平均が低下したものと思われる。 6頭群

では，いわば最上位から最下位の劣位個体までの

聞に 4段階の緩衝帯があると解され，群構造の安

定にはある程度の頭数が必要である乙とが示唆さ

れる。

4) 各乳牛群の群行動上の特性と管理上の留意

点

群飼育をとり入れている酪農経営では，搾乳牛

群のrほかに，成長および生理的ステージに沿った

いくつかの牛群が存在する。すなわち，育成牛群，

若雌牛群，および乾乳牛群であるo

育成牛群は，それまで個別飼育していた噌乳子
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、牛を群にするという大きなエポックがある。との

時の行動上の変化については既にふれた。結論と

ιて，少なくとも，群の基本的構造ができるまで

1週間はかかるとみた方がよし1。この一週間はト

ラブルを起し安い時期として注意を要する。群構

成頭数は経験的な 6"'7頭といった値が研究上か

らもよいと思われる。 2頭群や，極端な小面積で

群を形成させる乙ιは好ましくない。

若雌牛群を 8'"10か月齢から初産分娩までの群

とすると， 6"'7頭の育成牛群をより穴きな群に

する段階である。乙の過程も概に述べたように約

1週間を要するだろう。

搾乳牛群は，直接生産を荷負うものであるだけ

に，乙れまで述べてきた様々な要因がより一層強

くかかってくるだろう。ただし，初産から順次産

次ごとに様々な齢層を含む搾乳牛群は，シカやパ

イソンなどで見られる群の基本的形態，老齢雌を

中心とした母系社会に近似した構成を持ってお

り，その点で群の機能が最もよく発揮される構造

を持っていると推察される。したがって，飼養面

積や群構成頭数等の要因は単一ーでは強し、影響をお

よぼす可能性は低く，複数もしくは栄養管理や換

気等の要因との組み合せにより悪影響をおよぼす

ものであろう白

乾乳牛群の問題点は，各個体がおよそ 2か月間

乳牛の群管理技術の中で，あくまで、個体を中心

にとり扱わねばならない牛が存在するロ日甫乳牛，

分娩牛および発情牛である。前2者は主として個

別管理されるので別の技術となろう。発情牛は搾

乳牛群内に定期的に出現し，乙こで述べてきたよ

うな群行動の一般的パターンに従わない行動をと

るo 発情牛の発見等，そのとり扱いは酪農経営上

重要な問題であり，おそらく群構成頭数が大きく

なるにつれて，最後まで技術的な問題としで残る

であろう。

もし，発情牛をも一連の群管理技術の中にとり

入れていくのなら，群の分娩サイクルを同期化し

てしまうのも一案である。例えば， 90頭の搾乳牛

を，牛の側にとって適切だと思われる30頭前後の

3群に分けて管理し，各群内の分娩一発情サイク

ノレをそろえるといった方法も考えられる。乙うす

れば，発情牛の発見は群ごとに時期が限定される

ので容易になるばかりでなく，乾乳牛および分娩

牛を常にひとつの固定的集団として管理すること

が可能であるo そのほか，ステージフィーデング

の技術も群単位で応用しうるo 各群のサイクノレを

適度にずらせておけば，年間の産乳量および子牛

生産も平均して得られよう。ただし.30頭の乳牛

の発情一分娩サイクノレをそろえるとし寸繁殖技術

上の問題の解決が前提であるし，施設も寸手管理

しか，その群に存在せず，頻繁に群のメンバーが より余分に必要となる。

交替するという点にある。もちろん，一般酪農経

営では，経営外部からの牛の出入りは著しいもの

ではないので，乾乳牛群についても，およそのメ

ンバー同士は互いに充分知り合ってはいるはすマミあ

る。しかL.)レースハウジングパーン内で，若雌

牛群と乾乳牛群の横臥位置の空間分布を調べた研。8)
究 によれば，前者は社会性と強く関連した一定

のパターンがあるのに比し，後者ではそのような

傾向は見うけられなかった。基本的に乾乳牛の群

は構造的に不安定なものとしてとり扱う必要があ

ろう。

8 -

ま と め

群は本来の適応機構とし 1う機能性と群内の個体

に対する環境という，いわば二面性を持った構造

を持つものであり，同時に社会性および空間分布

といった構造も内包する。群に対して与えられた

施設としづ環境は，個体に直接影響するほかに，

群の社会的環境をとおして個体聞の関係を適応的

に変化させ，個体に影響を与える。

従来我々は群管理技術を，あくまで施設を直接

の環境として議論してきた。群という社会的環境



と，それに対応する個体の行動的反応については

軽視されがちであった。群飼下の牛に対する施設

という環境は，群という二重性を持つ構造をとお

して働く側面を有しているo 今後，より効果的な

群管理技術を確立するためには，乙乙に述べたよ

うな牛の群行動の反応機序を把握した上で生産効

率との関係を検討してし、く必要があるだろう。
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乳牛の群管理施設

1.乳牛の群管理とは

「群管理」の具体的な定義を文献上で見つける

ことはできなかったが，一樹守には， 円固別管理」

に相対する用語として用いられているようである。

施設の立場(狭義)からは.rけい留型管理方式」

に相対する用語である「放し飼い型管理方式」と

いう意味で使われている乙とが多し'0乙乙では，

乙の狭義の定義に乙だわる乙となく， r多頭飼育

化に伴う，群単位の合理的乳牛管理」という意味

にとらえて， r乳牛の群管理施設」を考えてみた

し、。

乳牛を群として管理することの最終目標は，言

うまでもなく，酪農経営における，労働性(働き

易さ)をも含めた利潤の追求であろう。その意味

で，すべての群管理システムは，最終的な経営収

支によって評価されなくてはならないD

群管理の理想的形態は，管理する側(管理者=

酪農家)の有益性と管理される側(家畜=乳牛)

の有益性とが一致した時に達成されるものと思わ

れる。即ち，酪農家の合理的・省力的管理法が乳

牛に快適さをもたらし，ひいては，生産性をも高

める，という形態が最も理想的であろうロ乙れは，

干場信司

(北大農学部)

ある。それは，酪農家が求める合理化システムが，

乳牛群が持っている能力と，必らずしも適合し

てはいなかったためであろう。 1olJとして，パー
ラーにおける搾乳があげられる。酪農家にとって，

合理的な搾乳を行なうためには，各搾乳牛の搾乳

時間が均一であることが好ましい乙とであり，そ

のために，乳牛の能力(搾乳性)を育種的に改良

させる必要が生まれてしる。こうした，管理者と

家畜の聞のギャップを埋めるための l方法として，

「コンビュータ利用による個体別管理」が近年注

目を浴びて来ており，有力な手段となりつつある。

今後，このコンピュータ利用により，個を活かし

ながらの群管理を押し進めると同時に，乳牛の持

っている群管理に適した(利用できる)能力の発

見に対する努力が，以前にも増して必要になると

考える。

2.ステージ別収容施設の必要性

「乳牛の群管理」は，これまで，主に搾乳牛群

に関して検討されて来たように思われる。乙こで

は，酪農家に飼われている乳牛の全ステージを対

象とすることにより「乳牛の群管理システム」を

部分的ながら，実際にも達成されている。十分に 考えてみたい。

練って設計されたフリーストール・パーンにおい 乳牛のステージを以下(表 1)のように分けて

ては，酪農家にとって省力となるばかりではなし みた。乙こで用いた各ステージの名称は，必らず

乳牛にとっても行動の自由が得られ，ストレスの

減少につながっている。しかし，乙れまでのほと

んどの群管理技術は，酪農家側の合理化，省力化

の要求を乳牛側へ強要する(少し強い言葉ではあ

るが)という形，あるいは，乳牛にとって決定的

な間害要因にならない範囲で管理の合理化を押し

進めるという形で実現化されて来たと言えそうτ、

北海道家畜管理研究会報，第四号， 11--33， 1984 
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しも一般的とは言えないが，区別の都合上，表 1

のように呼ぶとととする。また，若牛の各ステー

ジを区別する月令も，おおよその目安，あるいは，

目標の値と考えていただきたい。

乳牛のステージ別収容施設の必要性については，

堂腰 C1983， 1984)により， I牛舎防?離飼養シ

スデム」として提案されているが，ことでは，家

畜(乳牛)側および管理者(酪農家)側の夫々の

立場から，改めて整理してみる。

まず，乳牛側からのステージ別収容施設の必要

性については.I 感染病に対する抵抗力，お止び，必

要とする飼料の 2つの，点から考える。乳牛(特に

若牛〕の感染病i乙対する抵抗力がステージ毎に大

きく異なる乙とは，良く知られていることであるO

中でも，日甫乳牛のt寵患率の高さについては，欧米

において，数多くの報告がなされている。 Jenny 

ら(1981)は， South Carolina のDHIに

属している 140戸の酪農家に対する調査の中で，

6ヶ月令までの子牛の死へい率を表2のように示

している D 出産時の死へい(死産・奇形など)を

除くと， 6ヶ月令までに 12.5%もの子牛が死んで

おり，そのうちの75労は 1ヶ月未満であった。離

乳後，子牛はじだいに感染病に対する抵抗力を強め

てゆくが， Menzi (1983)や Bickert(983) 

は，離乳後の子牛を群飼する際には， 2"'-3ヶ月

以上月令の離れた子牛同士を同ーのペンに入れて

はならない，としているD その理由として，

Anderson C 1979， 1983) は，疾病の感染が，

月令の大きい慢性的な保菌牛(すでに治ゆしてい

ても)から，免疫性をあまり持っていない若令牛

へ向って行なわれるためであるとしているD また，

分娩牛は，最も疾病に対する抵抗力が少ない(ほ

とんど免疫性を持っていなしつ子牛と同居するわ

けであるから，その収容施設は搾乳牛群と隔離さ

れていなくてはならない CAnderson. 1983; 

Holmes ， 1983)。 一方，必要とする飼料の

点から見てみると，日甫乳牛は液状飼料を，育成・

若雌牛は jレーメンの発達を促すべく，粗飼料を

主体とした飼料を，また，搾乳牛は最大限の乾物

摂取量を与える飼料をそれぞれ必要としている。分

娩・乾乳牛についても，同様に，必要とする飼料

の内容および量がそれぞれ異なっている。以上に

述べた，疾病に対する抵抗力および要求する飼料

のステージによる相違が，ステージ別収容施設を

必要とする家畜側からの理由であると考えるo

表2 生時から 6ヶ月令までの子牛の

月(週)令別死へい率ωenny) 

月(週)令 死へい痢猪)

1週間未満 4.7 

1週間一 1ヶ月 4.7 

1-7月 -3ヶ月 1.8 

3ヶ月一 6ヶ月 1.3 

(小計) 12.5 

出産時 6.6 

(合計) 1 9.1 

次に，管理者(酪農家)側からのステージ別収

容施設の必要性について，個体別管理の必要性，

および，管理作業上の差異の 2つの点から考える口

Jenny ら(1981) は，前出の調査の中で，

生まれた子牛と母牛とが分離されるまでの期間と

子牛の死へい率との関係，と言う興味ある調査を

行なって，表 3に示した結果を得ている。乙れに

よると，早期に分離した方がより低い死へい率を

示していた。乙の理由として Jennyは，酪農家

が母牛の持っている子牛を面倒見る能力を高く評

価し過ぎているからであろうと考え，母牛から早

期に分離して，人間の手により，確実にまた，注

意深く管理することによって，死へい率を低下さ

せることができるのであろうと述べているー乙れ

は，他の多くの報告(例えば.:MWPS ， 1983 

; Milne， 1983)にも見られるように，晴乳

期において，いかに 1頭ずつの子牛に対する注意
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深い管理が必要であるかをよく表わしている。つ

まり，日甫乳牛および分娩牛は，その他のステージ

と異なり，どうしても個体別管理を必要とするス

テージの牛であると言える。また，育成牛は，個

体別管理から群管理への移行期にある牛であり，

他のステージの牛とは異なった管理を必要とする。

即ち， Bickert (1983) は，離乳後から 3.5

ヶ月令までは 5"-'6頭の群にすべきとし，MWPS

(1983)は6ヶ月令まで 5--8頭，また， And-

erson (1983)は6ヶ月令まで7頭以下の群に

すべきであると述べている。

表3 母子分離までの時間と子牛の死へい率 (Jenny)

分離までの 対象 死 ~ 午一』三 防)

時 間 農家数 0-1週 1週一 1ヶ月 1ヶ月-6ヶ月 0-6ヶ月

(h r) (戸) Ave SE※ Ave SE Ave SE Ave SE 

2-6 13 2.7 0.94 1.5 0.57 1.0 0.42 5.2 1.02 

7 -12 35 3.6 0.75 3. 7 0.7 1 2.0 0.42 9.3 1.52 

13-24 32 4.4 0.68 3.8 0.67 2.5 0.54 10.7 1.23 

25-48 24 8. 1 1.74 6.4 1.65 6.0 1.65 20.5 3.52 

) 48 35 4.4 0.63 6.4 1.53 3.5 0.84 14.4 1.58 

※標準誤差

管理作業上のステージ別差異については，管理

作業を以下の 5項目に分類して考えてみる。

1.給飼(含・給水)

2. ふん尿処理

3. 健康管理

4. 環境管理(自然環境)

5. 搾乳

群管理を前提とするならば，給飼については，

自動化がどのステージに対して可能であるかとい

う問題になる。晴乳牛と分娩牛については，個体

別管理を必要とするため，自動化は不可能であろ

う。育成牛も 1群当りの頭数が少ない乙とから，

完全なる自動化は無理であろう。その他のステー

ジの牛に対しては，かなりの自動化が可能であり，

最近注目を浴びている，コンビュータ制御は濃厚

飼料自動給与装置を利用すれば，個体別対応をも

行ないながら自動化をする乙とが可能である。ふ

ん尿処理については，個体別管理を必要とする噛

乳牛・分娩牛を除けば，処理方式上，特に大きな

差異はないものと思われる。健康管理に関しては，

ステージ別にそれぞれ異なった管理，即ち，病気

の発見と治療，除角，発情発見，種付，分娩看護，

その他を必要とする。環境管理については，前述

したステージ別の疾病に対する抵抗力の相違とも

大きく関係しており，また，それぞれのステージ

に対して適合した自然環境(特に空気環境)に関

しては，施設構造自体を大きく左右するものであ

るため，次節で詳しく述ペる乙ととする。最後の

管理作業項目である搾乳は，言うまでもなく，搾

乳牛のみに必要とされる管理であるo 乙のように，

各ステージ別に管理作業は異なっている。

以上の乙とから，家畜側から考えてみても，管

理者側から考えてみても，ステージ別に乳牛を収

容する施設が必要である乙とがうなずけるものと

考える。飼育頭数が増加するに従がい，このステ

ージ別収容施設の必要性は，より明瞭になるもの

と思われる。

3. 畜舎の空気環境の重要性

環境管理からのステージ別収容施設を考える前

つリ
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に，畜舎の自然環境の基本事項について考えてみ

たい。表 4に，畜舎の自然環境要素の分類を示す口

この分類表は，以前に筆者ら(1980)が提案した

ものを，今回，多少修正して作成したものであるo

表中の(1)から(1Dまでに掲げた自然環境の各要素は，

これまで，物理・生物-化学という学問分野か

らのみ分類される乙とが多かった。さらに，各要

素は，多くの場合，個々に独立させて検討されて

来たように思われる。しかし，このような牛舎の

自然環境に対するアプローチでは，酪農家が実際

に実行し得る環境管理(制御・改善〉法と結びつ

けることは難かしい白そ乙で，農家が実行し得る

環境管理法が， (a)断熱と補助熱，および， (b)換気

とその方式，の 2つに大別できる乙とに注目して

分類を試みた。なお，その際，自然環境要素の中

似 1)音およ0(2)照度は，今問題としているステー

ジ別収容施設とは直接関係してこないため.(3)か

ら日までの牛舎の空気に関与している環境(乙れ

を，乙乙では，空気環境と呼ぶ)要素のみを対象

とする。さて， 2つの環境管理法が空気環境の各

要素と，どのように結び、ついているかを考えてみ

る。まず，断熱・補助熱は， (3)放射熱， (4)温度お

よとJi(5)湿度と深く関係しており，また換気とその

方式は， (4)温度から日その他のガス・臭気成分ま

での 8つの環境要素に結びついているo(4)温度・

(5)湿度は両環境管理法により管理され得る要素で

表4 畜舎の自然環境要素の分類

ある。次に， 2つの環境管理法によって大別され

た空気環境の各要素群は，それぞれ，どのような

環境として総称され得るかを考える。筆者らは，

「断熱・補助熱」という環境管理法と結びつく環

境として「熱的環境J.また.I換気とその方

式」と結びつく環境として「衛生的環境」と総

称してみた。これらをより平易な言葉で表現する

ならば，前者を「寒さ・暖かさJ，また，後者を

「空気の新鮮さ」と表わせるものと考えるo しか

し，表4からもわかるように，環境管理法とこの

総称した環境とは，必らずしも， 1対 1の対応は

していない。熱的環境は， (3)放射熱から(6)空気の

流れまでに関係し，衛生的環境は， (5)湿度から日

その他のガス・臭気成分まで、の各要素と結び、つい

ているロつまり，熱的環境(寒さ・暖かさ)の代

表的な要素である「温度」は， I換気とその方式」

によって大きく影響を受けるわけであるが，衛生

的環境(空気の新鮮さ)に関与する要素ではない。

しかし，空気の新鮮さを得るためには，現実的に

は，換気を行なうしか方法がないわけであり，結

果的には， I温度」にまで影響を及ぼす乙とにな

ってしまう。乙の乙とが，以下に述べる， I各ス

テージにおいて，熱的環境と衛生的環境のどちら

を優先させるべきか」としづ環境管理上の問題を

生じさせている。

備考 環境 管理 環境管理からの分類 環境要素 学問分野からの分類

防 ヨ日包 静かさ (音環境) (1 ) ヨ日包ニ

照明・遮光 明るさ (光環境) (2) 照 度

断熱・補助熱 寒さ・暖かさ ';3) 放 射 毅L 物理的環境

ヲ二乙匂 (熱的環境) (4) 温 度

(5) 湿 度

ヌ~ (6) 空気の流れ

(7) 粉 じ ん

環 換気とその方式 (8) 微 生 物 生物的環境

空気の新鮮さ (9) 炭 酸
力、、

ス

境 (衛生的環境) (10 ア ンモニア 化学的環境

[1) その他のガス・臭気成分

、

A
斗
A

4
E
E
A
 



以上，畜舎の自然環境，とりわけ，空気環境に

ついて，その基本的な分類法を述ぺて来た0'次医，

環境管理の面から何故ステージ別収容施設が必要

となるかについて考えてみる。表 5は，各ステー

ジ別の乳牛が必要とする空気環境について整理し

たもの7である D まず，若牛について見てみると，

前節でも述べたように，月令の低い牛程感染病に対

する抵抗力は弱く，従って，乙の時期の牛は可能

な限り新鮮な空気のもとで飼われる必要があるo

子牛の寒さに対する影響については，乙れまで，

適温域が13.Cから25.Cであると言われて来たが，

近年，臨界温度は 5"Cから10.Cの間にあるとする

報告 CWebsterら 1978)もなされて来た。ま

た，曽根ら(1982)は，北海道立新得畜産試験場

において行なわれた 1978年から 1981 年まで

の，カーフハッチを用いた子牛の育成試験の結果，

北海道十勝地方の冬期においても，子牛は人工乳摂

取量が保温舎飼区に比べ40~ぢ前後多かったものの，

発育には大きな差はなかったとしている。杉原ら

(1981)も，ほぼ同様の報告をしている。また，

Holmesら(1.983)は， Wisconsin大学で行

なわれた試験の結果，コールド・タイプの施設

(カーフハッチや自然換気方式の哨育舎)で飼わ

れた子牛の方が，ウオーム・タイプの施設(断熱

・加温・強制換気方式の日甫育舎)よりも，疾病の

問題が少なしまた，死へい率も少ない傾向を示

b した，と報告したD 乙れは，低温環境の方が温暖

な環境よりも優れているという乙とを意味してい

ことは，若令の子牛ほど，強調されるべきであろ

つ。

搾乳牛については，必要とする空気環境が若牛

とは異なっている。乙れは，搾乳牛が乳生産を行

なっている乙と，および，病気(感染性疾患)に

対する免疫性が若牛に比べてはるかに強いことに

起因していると思われるロつまり，最低限の衛生

的環境さえ保障してやれば，あとは，適温環境を

与えるための施設投資と，それによって得られる

低温環境下に比べた飼料効率の改善とのバランス

の問題になると考える。

乾乳牛については，若牛と搾乳牛との中間的な

位置にあると考え，若雌牛や搾乳牛が必要として

いる空気環境のどちらにでも適応し得るものと言

えよう。

分娩牛は，最も外的悪環境に対して弱い出産直

後の子牛と同居しているわけであるので，熱的環

境も衛生的環境も可能な限り充足させる必要があ

ると考えるo

表5 各ステージにおいて必要

とされる空気環境

(熱:熱的環境，衛生:衛生的環境)

ステージ 必要とする空気環境

衛生に重点
育成牛

若雌牛

乾 乳牛

搾 乳牛 熱に重点
ー一ー一一一一一一一ー一一一一一ーー一一一一一一一一ー一一一ーー

分娩牛 熱 + 衛生るわけではなく， Milne (1983)が述べている

ように，子牛の育成にとっては，新鮮な空気の方

が，暖かい温度よりもより重要である，というこ 4. ステージ別収容施設の実例

とを意味しているものと考えるべきであろう。ま ( 1 ) 若牛収容施設

た，以上の報告は，密閉した牛舎において，子牛 若牛の収容施設を図 lのように整理した。以下

に適合した空気の新鮮さを得ることが如何に難か にそれぞれの施設について説明する。

しいかをも物語っていると言える。以上の乙とよ カーフハッチは， 1970年代前半に，米国北西部

り，若牛に対しては，熱的環境よりも，衛生的環 を中心として普及し出した晴育牛用の施設で，我

境を優先させて考えるべきであると考える。この 国には，米国ミネソタ大の Ba tes 教授によ

R
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i
 



生的環境については，筆者ら(19 8 0， 1 9 8 1)の

報告がある。

って， 1977年に紹介された。典型的なカーフハ

ッチを図 2に示す。カーヲハッチの熱的および衛

牛

」 。一 L コールド・スラット床→|
|←カーフハッチ (C)→ト カーフハッチ (C)→ト 若雌牛舎 (d'W'~1

雌若牛成~ 
円牛-= 円日甫

|←コ一川・タイプ →|一一一→l!←一一一一ーしフリーストーノレ
日 甫 育 牛 舎 (C) -1 -:: 下 若雌牛舎 (C)

|←ウォーム・タイプ →卜一一一一→!i←一一一一一十ポーノレタイプ
日甫育牛舎仰1l ';i 若雌牛舎 (Cl

連鎖式固定ハッチ (Cl ーラ/←ーカウンタヶスロープ若雌特C~I

若牛用収容施設

(C :コーノレド・タイプ， w:ゥオーム・タイプ)

図 1

ら， 1980)典型的な力一フハッチ (Bates図2

コールド・タイプ晴育牛舎 (Bickert，1983) 

po 

図3



コーノレド・タイプ日甫育牛舎およびウォーム・タ

イプ噌育牛舎は，カーフハッチと共に，寒冷地に

おいて用いられている哨育用施設である。 Milne

(1983)は，いずれの施設であっても， 1)新鮮な

空気， 2)乾いた敷料， 3.河子き届いた管理， 4)スト

レスからの解放，の 4項目を充足させてやりさえ

すれば，健康な子牛を育てることができる，とし

ている。しかし，建設費用は大きく異なり，カナ

ダにおいて，それぞれ l頭当り，カーフハッチが

11'・6'

。」

100ドノレ， コーノレド・タイプが400ドjレ， ウォー

ム・タイプが 850ドルであると述べている。コー

ルド・タイプおよびウォーム・タイプの実例を図

3および図4にそれぞれ示す。

スーパーカーハッチは，獣医学者であるAnd-

erson と農業工学者である Batesとの共同研

究の中から生まれた育成牛 (2"'6ヶ月令)のた

めの施設である。乙れは，十分なる空気の衛生的

環境を保証すると共に， 8頭以下の小さな群で飼う

y;j TRUSSES・z'・O'o/c 

SEE OETAゆ"ゆ開時間町TI倒

I~' AS円iALTFELT 

23~' A5P禍LTSHIN<礼E

『イロ花RIO符凡.Y'MXlO

[;.;1--118.蹴出

1ダ凡刊以)()SOFFIT 

配同・。

「日∞(I}I

lzム0.1~~，ア?-2
M I 

ウォーム・タイプ時育牛舎 (Bates&" Ande rs on， 1980) 図 4

ウ

i
1
E
A
 



乙とにより，その後の群飼に慣らすという目的を

も持っているロ Andersonと Batesが最初に

作ったスーパーカーハッチと，北海道立林産試験

場(1983)による設計図を，それぞれ図 5および

図 6に示す。

寒冷地における若雌牛のための施設としては，

コーノレド・スラット床若雌牛舎， フリーストーノレ

若雌牛舎，ポーノレタイフ。若雌牛舎などがあげられ

るoBates ら(1984)は，カーフハッチ・スー

ノマーカーフハッチにおいて育てられて来た子牛が，

次のステージで収容されるべき施設として，図 7

に示すような，コーノレド・スラット床若雌牛舎を

設計した。乙れは，自然換気方式で，全面スラッ

トの床構造であり，ストールは全くない。糞尿は

地下貯溜槽に直接落下するようになっている。ス

ーノぞーカーフハッチから移って来た子牛群は，最

初，ベニヤ製の高い隔柵で'f士切られ，他の月令の

高い牛群との接触をできるだけ防ぐようにしてい

る。給飼も，徹底した省力化がなされている。ま

た，図 8は，フリーストーノレ若雌牛舎の 1例 (M

図5 スーパー力一フハッチの第 1号施設

上:米国ミネソタ州，ミネソタヴアレイ牧場のスーパーカーフハッチ

下:子牛の治療用に柵が取り付けられている。右端が Bat es教授，

外で治療しているのがAnderson教授。

-]8 -
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t。

図6 林産試タイプスーパー

力一フハッチ

(北海道木質材料需要拡大、

協議会， 1983 

図-6.1 スーパーカーブハ田ソチ概観図

(林産試タイプ. トラス形式)

呈三旦l

」ー些~!-ーム一一 I主.!!L__L一一.....!.w一一一L--l主主!_____j

図-6.2 平 副図
(H産試タイプ，トラス形式)
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図-6.4
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図-6.5

立国図(前而)
林産試タイプ，トラス形式
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立而図(後国)
林産試タイプ.トラス形式
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図-6.9 立厨図(後面)
林産誌Pイプ.屋根たるき形式

図-6.10 立国図(側面)
tt産試Fイプ.屋恨たるさ形式

図-6.11 小屋伏図
林産試Pイプ，屋tJlたるさ形式



図7(a) 外観

壁面に十分な入気窓が取り付けら

れている。

図7(b) 

牛を収容する前の内部の状態

床全面がスラットになっている。

自然換気による空気の動きをスム

ースにするため，屋根裏には母屋

等の突起物がないようにしてある。

棟部は連続開放 (25侃幅のオープ

ンリッジ〕

図7(c) 牛が収容されている状態

スーノマーカーフハッチから移って

来た8頭のグループは，最初， 1 
つのペンを板により 2分した場所

に収容される。乙の隔柵としての

板は，より月令を経た牛からの接

触による疾病感染を防止するため

に設けられた。また牛舎内の両壁

側には，約75cmの通路が設けられ

ており，牛の移動や管理者による

牛の観察，換気窓の調節だけでは

なく，治療や人工授精にも利用さ

れている。

図7 コールド・スラット床若雄牛舎(米国.ミネソタ州，ミネソタヴアレイ牧場)

-20-



模においても用いる乙とのできる施設であろう。

この例として，北海道立林産試験場マ開発したP

(北海道木質材料需要拡大協議会， 1983)

WP S， 1983)で， 3ヶ月令から分娩までの若牛

および乾乳牛をも収容するように設計されている。

乙れらの施設は，非常に大規模(搾乳牛200頭以 Tノ¥ウス

の実用化第 1号を図 9に示す。上)な酪農家において用いられる施設であるが，

Collinsら(1983)は，比較的温暖なまた，ポールタイプ若雌牛舎は，北海道の一般的経営規

図8 フリーストール若雌牛舎 (MWPS

iロお司

|I I I I I I I 

自11 給飼通路 i 

ii「li×l
:~ト I/寸------_ ，，-，--.r-， 

庄r

1983 ) 

運動場 l

立面図(正面，側面)図-9.2

図面平図-9.1 

民J
~ 

h主」
1以X】

図 -9.3 

若雌用 PTハウス(十勝・中紙牧場一北海道

木質材料需要拡大協議会， 1983) 

円
ノ
ム

図計

36∞ -IOHα1 

矩

1駅焔1 B∞ 

図9



地域においては，図10に示すような，連鎖式固定 びその他の条件により異ならざるを得ないと思わ

れる。最も大切な乙とは，施設の形ではなく， 2 

節・ 3節で述べた基本的な考え方に基ずいて施設

が作られ，管理される乙とであろうと思われるD

Ainsl ie ら(1981)が，適切な子牛の管理は，

， 
ハッチ(日甫育・育成牛用)および，図11に示した，

カウンタースロープ若雌牛舎が，有効であると述

べており，北海道において!も，大町 (1981)によ

り，乙の寒地向改良型が肉牛用施設として考案さ

れた(図12)。

以上，若牛収容施設の実例を述べて来たが，そ

の構造や形態は，それぞれの地域の気象条件およ

収容施設のタイプよりもより重要であると述べて

いることも忘れてはならないであろう D

図10 連鎖式固定ハッチ (Colli ns 

~7m I ~7m I ~4m 

ft-息所はi古来に面する。 1:集糞通路の |絵飼所ii，
仕切り柵又は壁は.通常 |幅広， 1.8-1集茸通路に

3.6m毎に設ける。コンクリ 12.7moゲイト|向かい，12分
ート床は，集糞通路に向 |Jt回転，休|の1の句Eを
かい， 12分の lの勾配を |息所の前面を|つける 2 幅;t
つける。暖かい季節には， 1間二清掃中 11.5m-2.4m 
)!¥上iHtlの換気窓は開けて |lt牛を悶ヒ込|のものが作ら

おく。 離乳後の子牛には， 1める。 1れている。
通常数料法入れない。 I I 

図11 カウンタースロープ若雌牛舎 (Collinsら， 1983ー畜産の研究，

Vol. 38. No.5 (1984)より転写)
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(2) 搾乳牛舎

搾乳牛舎は，最も高度に群管理が要求される施

設であると言えるo 搾乳牛舎における群管理施設

については， 2節で分類した 5つの管理作業項目

に従がって，それぞれの施設の現在問題となって

いる点等につき述べてゆく。

a) 給飼施設

給飼の自動化は，粗飼料のコンベアによる自動

給与という形で従来より行なわれて来たが，近年

群飼の省力効果を損なわず、に飼養効率を高めよう

とする目的(鈴木， 1981) から，コンプリート

フィード方式や，濃厚飼料自動給与装置が採用さ

れはじめており，注目を浴びている。乙こでは，

夏期入射

南東

コンピュータ制御付濃厚飼料自動給与装置(以下，

CCFと呼ぶ)に関する，米国における興味深い

アンケート調査 CSmithら， 1983)の結果を紹

介する。乙のアンケート調査は，1982年10月から

1983年1月にかけて，全米各地の 270戸のCCF

利用農家を対象として行なわれた。対象農家 l戸

当りの平均搾乳牛頭数は96頭 (24-300頭)でi

95%がフリーストーノレ・パーンを用い， 88%はパ

ーラ搾乳を行なっており，そのうちの54労はCC

Fによる給飼とは別に，パーラ内で穀物飼料を給

与していた心マーラ内給飼農家)0 30%以上の農家

はCCFをフリーストール牛舎内に設置していたD

表 6は， CC F利用農家の利用状況および施設費

飼槽 除糞
通路

水 牛床

図12 積積寒冷地向カウンタースロープ若雌牛舎(大町J 1981) 

表 6 CCF利用農家 270戸の利用状況および施設費

(Smi thら)

パーラ給飼農家 ノマーラ給い飼農して
いな 家

8 7 9 0 

2 4 2 1 

137 1 2 4 

6. 1 7.0 

1 7.9 1 8.2 

3) 145 3) 1 6 7 

3) 2 0 1 3) 229 

質 目項問

搾乳牛中の CCF利用の割合(労)

CCF1台当りの搾乳牛数(頭)

CCF1台による 1日当りの給飼量 (K9)

1日1頭当りの穀物飼料の給飼料 (K9)

飼料の粗たんぱく質(労)

成牛(搾乳+乾乳) 1頭当りの施設費(ドノレ)

CCF利用牛 1頭当りの施設費(ドル)

っυ
円
ノ
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であるo また，表7は， CC F使用前後の産乳量

の変化を示しており，表8はCCFに対する農家

の評価である。 CCFは，また，高水分穀物飼料

の給与にも利用されているようである。 829ぢの農

家はDHIAに属しており，飼料給与量の調節は，

約半数の農家でDHIAから毎月得られる乳量に

基づいて月毎に行なっていた。減価償却に要する

期間は，平均で 15.6ヶ月と予想されていた。

Smithは，最後に，飼料代は，乳生産費の50---....

60%を占めているため，飼料代の管理および飼料

利用率の改善は利益を増すための最大で唯一の方

法であると述べている口

b) ふん尿処理

搾乳牛舎のふん尿処理方式は，次のような各点

を考慮して決定されなければならない。

1. 畜舎のタイプ(コールド，ウォーム)

2. 労働力

3. 資金

4， 敷料の入手

5. 耕地面積

6. 周囲の環境(市街地からの距離等)

7. 他のステージ用施設の処理方式

8. 牛に対する影響(事故・蹄病等)

9. ふん尿の利用方法

乙こでは，床構造と蹄病についての若干の文献

を紹介する。 Blom(1982)は，異なった床構造

(コンクリート床とスラット床)において，ホノレ

スタイン種とジャージ一種の搾乳牛が蹄病(祉問

腐乱と蹄底腐乱)にかかる頻度を調査し，図13に

示した結果を得ている。乙れによると，ジャージ

一種においては差は見られなかったものの，ホル

スタイン種では，コンクリート床の方がスラット

床よりも蹄病の発生頻度は高かった。また，表9

は， )レース・ノてーンとスタンチョン・パーンにお

いて蹄病の比較を行なったもので，ノレース・パー

ンはコンクリート床とスラット床の 2種について

調べている。これによると.)レース・パーンの方が

明らかに蹄病発生の頻度が高い乙とがわかる。

Blomは， 乙の理由として.)レース・パーンでは蹄

部が常時ふん尿の中に置かれるためであるとして

いる。また，乙の調査では，コンクリート床とス

ラット床には差が表われなかった。

表 7 C C F利用前後の産乳量の変化 (Smi thら〕

マーラ給飼農家

パー

全

ラ給飼していない農家

農家

。{g./cow . day ) 

CCF利用前 CCF利用後

2 1. 1 

2 O. 6 

2 0.9 

2 3. 1 

2 1. 9 

2 2.5 

表 8 CCFに対する農家の評価 (sm i t hら〕

(%) 

非常に満足 満 足 不満足

個体識別 6 7 2 9 4 

信頼性 5 0 4 4 6 

ティーラーのサービス 6 3 3 1 6 

プログラムのし易さ 8 7 1 2 

出力データの有用性 6 1 3 7 2 
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Bates (1975)は，フリーストール・パーン 管理だけでは，十分な健康管理は期待できなくな

(コンクリート床，スラット床にかかわらず)に るであろう。その意味で，米国における DHIサ

おける蹄病の治療法として，パーラの牛の通路に ービスは，注目に値する。天間(1982)によると，

硫鵬同溶液の液槽を設け，搾乳時に必らず牛が蹄 D H 1 CDairy Herd Improvemen t)サー

を浸すようにすることを推奨しているロ水に対す ピスは，酪農家の経営分析や組飼料分析・牛乳分

る硫酸銅の重量比は，通常は 1/50で十分である 析のみならず，種付・妊娠・乾乳・分娩・乳房炎

が，蹄病発生の頻度が高い場合には， 1/20とし などの管理にも利用されており，さらには，更新

てもよいと述べているo 牛の決定にまでおよんでいる，と言う。我国にお

c) 健康管理 いても，十勝地方において，その試みがなされて

小頭数の搾乳牛の健康管理であるならば，酪農 はいるが，未だ実現には至っていなし、。群管理が

家が個々の牛を注意深く観察することにより行な 粗放管理にならないようにするためには， DH 1 

い得るが，群管理をしなくてはならない頭数規模

になると，個体別健康管理は非常に困難となるo

サービスに見られるような，組織的なコンピュー

タ一利用が，今後，必須条件になるものと思われ

小頭数の時可能であった酪農家の目とカンによる る。

/ コンクリート / スラット / 

ジャージー(1) 

/世間腐乱/蹄底腐乱/世間腐乱/蹄底腐乱/

図13 床構造と蹄病 (Blom ら， 1982) 

表 9 収容方式および床構造と蹄病発生率 (B10mら)

(%) 

距 間 腐 吉L 蹄 底 腐 古L

重症 中程度 軽症 重症 中程度 軽症

目リ 後 目リ 後 目リ 後 目リ 後 目IJ 後 目リ 後

ノレース・ノてーン

ス ラット床 。 6 7 24 25 3 17 10 27 12 18 

コンクリート床 。 11 12 22 25 2 18 6 22 12 15 

スタンチョン・ノてーン o 1 0 5 1 11 9 3 18 5 13 

発前:前肢，後:後肢
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d) 環境管理 気・断熱方式の決定は， 3節でも述べたように，

環境管理の大枠を決める，換気・断熱方式につ 最終的には，施設投資と飼料効率のバランスによ

いて考えてみる。米国・北部においては，乙れま る乙とになる D 但し， Warm Housing におけ

で牛舎の換気・断熱方式をウォーム・ハウジング る夏期の環境は Cold Housingよりも，涼しさ

(Warm Housing)とコールド・ハウジング の点で劣る乙とが多く，しかも，換気扇運転のた

(Cold Ho u sing)とに分類して来た(干場， めの電気代も無視できないロ従って， Cold Ba-

1982)。 これらは，牛舎内の温度が冬期聞にほ rn， Modified Environment Barnの利

ぼ外気温と等しくなる (Cold)か，または，一定 用を，冬期間の低温下における作業性をも考え合

な適温環境である (Warm)かによって分けられ

ていた。実際の換気・断熱方式で言えば， Cold 

Housingは自然換気方式と言うことができ，

Worm Housingは，断熱(加温)強制換気方

式と言えるであろう。、しかし，最近， Cold， 

Warmの他に Modified Environmentと

いう分類がなされるようになって来ているo (MWPS， 

1983)。これは，断熱自然、換気方式と呼ぶ乙とが

でき，冬期における牛舎内気温が外気温より高く

(0 'C以上)なるように設計される。札幌市篠路

の伊藤牧場の搾乳牛舎も乙のタイプに属するd換

10・-，，'

わせて検討する必要があるであろう D 夫々の実例

を，図14，図15，図16に示す。

e)搾乳

群管理搾乳牛舎ではパーラは不可欠な施設であ

るが，非常に高価であり，その選定には熟慮を要

す。ここでは，若干の文献を紹介し，その助けと

したい。 Bickert (1983)は. 1人で1日1頭平

均27kg生産する牛100頭を搾乳する場合を想定し，

4頭複列， 6頭複列， 8頭複列のへリングボーン

式パーラを用いた場合のそれぞれの必要時聞を計

算した。(表10)。乙れによると， 4頭複列に比べ

4 

図14 コールド・スラッティド・フリーストール・パーン

(Cold Slatted Free Stall Barn-MWPS) 
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図15 ウォーム・スラッティド・フリーストール・パーン

(Warm Slatted Free Stall Barn -MWPS) 

|位

図16 断熱自然換気牛舎一札幌市・伊藤牧場

(Modified Envi ronment Barn一堂腰・五十部)
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て， 6頭複列で搾る乙とにより， 1日2時間の節

約ができるが，それに要する費用は 25，000ドノレ

から 30，000ドノレ (625万円から 750万円)で

あるo 8頭複列にすると，さらに， 1日30分短縮

できるが，そのためには20，000ドルから 25，000

ドノレ (500万円から 625万円)をさらに投資しな

くてはならない，と述べている。また，表11は，

へリングボーン式パーラにおいて，パーラの大き

さ(1列当りの頭数)および機械化の度合と 1時

間当りの搾乳可能頭数を示している。

(3) 分娩牛収容施設

Bates (1983) は，分娩牛収容施設について

以下のように述べている D 乙の施設は，免疫性を

ほとんど持たない牛が同居するため，搾乳牛群や

他の成牛群から隔離されていなくてはならない。

もし，搾乳牛群と同一牛舎内に分娩房を設置せざ

るを得ない場合には，ベニヤ等でミ壁を作って隔離

し，換気系も別にしてやる必要がある。やむを得

ず換気系を別にできない場合には，牛舎内空気が

分娩牛但iJから搾乳牛側へ流れるようにしなくては

表10 100頭(1日1頭当り27Kr;産乳)搾乳に要する時間

(Bicke r t) 

正味搾乳時間 総搾乳時開発

4頭グ複ラ列
( ウド・ゲート付)

2時間 55分 4時間

6頭自複動列離脱装置ゲ

クラウド・ -ト付)
1時間 50分 3時間

8(頭自ク複動ラ列離ウ脱ド装・置ケー 卜付) 1時間 30分 2時間 45分

持 準備・牛の移動・清掃を含む

表11 ヘリングボーン式パーラにおける機械化の度合および

1 ~Ij当りの頭数と 1 時間当りの搾乳可能頭数 (Bi cker t ) 

(頭/時間)

機械化 4頭複ヂIj 6頭複列 8頭複列 10頭複列

ナシ 29 -42 50 -66長 64 -80発 80 -89栄

C 34 -47 55一71発 69 -87長 88 -97長

C+F 37 -47 58一74勢 72 -90持 92 -101持

D 33 -46 49 -65 60 -78 72 -81 

D+C 37 -50 54 -70 68 -84 79 -88 

D+C+F 39 -52 57 -73 70 -88 83 -92 

1) C:クラウド・ゲート， F フィード・ゲート， D 自動離脱装置

2) 1日l頭当り産乳量を17Kr;-27Kr;として算出。

3) 準備・牛の移動・清掃のための時間は含まれていない。

4) 全ての場合，パーラへの出入口には電気開閉装置を設置D

5) 持:2人搾乳，印無しは l人搾乳。

-28一
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とBates(1987) 

によって設計された，分娩牛専用施設である。ペ

ンの数は，搾乳牛25頭に対して 1つの割合が好ま

Anderson とよし、。図17は，ならない口同様の理由から排気用換気扇を分娩

牛のそばに設けてはならない。完全に隔離された

分娩房では，面積当りの牛からの発熱量が少ない

ため，断熱性をより高め，補助熱源を加えてやる しいとしている。

9'ー亘"

「
9'-6" rF 

9'-6" 込"

=ωl-N
一

-・
ω
l・N
一

。

1983 ) Bates ， 分娩牛舎 (Anderson & 
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押えた労力の配分が必要であろう。即ち，日甫乳牛

・分娩牛に対しては，可能な限りの細かい管理が

望まれる。他のステージの牛群に対しては，コン

ビュータの利用等により個体能力を発揮させなが

らも，できるだけ(経営収支の許す範囲で)自動

化の方向へと向う努力が必要であろう。施設とは，

理想的な管理を実行可能にするもの，または，実

行し易くするものであると考える。

内容が，少なからず，牛舎環境に片寄ってしま

ったとと，および，多くの方が最も興味を持って

いると思われる搾乳牛舎における群管理施設につ

5 まとめ いて，単に外国文献の紹介にとどまってしまった

以上，乳牛の群管理施設について，整理を試み 乙と，をお許し願し、たい。

て来たわけであるが，どのような施設を利用する

(4) 乾乳牛収容施設

乾乳牛は前節でも述べたように，必要とする空

気環境では若雌牛と搾乳牛の中間的な位置にあり，

通常，どちらかのステージの牛群と同居させられ

ることが多い。しかし，頭数規模が大きい場合に

ついて， Appleman (1983)は，搾乳牛 250頭

以上の経営においては，乾乳牛を 3群(乾乳促進

期，乾乳期，分娩直前期)に，また， 100頭から

250頭の経営では 2群(乾乳期，分娩直前期)に

分けるべきである，と推奨しているD

にしろ，最終的な評価は，システムとしての経営

収支に帰する乙とを忘れてはならないと考える。

群管理により省力化するに当っては，ポイン卜を

ヒゲ
ー

u 。 0
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資料 1 牛舎内外気温の日変化

(片山ら， 1984) 

なお，群管理を行なっている搾乳牛舎の 1例と

して，札幌市篠路町の伊藤牧場に関する資料(1 

"-4 )を付す。
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資料 2 牛舎内外気温の関係

(片山ら， 1984) 
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資料3 換気特性(五十部ら， 1984) 

調リ 定 日 10/18 10/21 10/24 10/31 11/02 11/08 1ν14 11/16 11/18 11/26 11/30 12/05 

外風速(ロレ/s) 4.8 0.0 4.1 4.8 2.1 3.1 2.6 3.6 4.8 7.1 4.1 2.0 

風 向 NW N NW SE N NW S NW NW SE W 

棟風速 (πレ/s) 2.6 0.8 1.2 2.5 0.8 1.4 2.5 1.9 1.8 2.3 1.8 0.8 

棟風量 (nf/s) 1 7.5 5.4 8.0 1 6.8 5.4 9.4 1 6.8 1 2.7 1 1.8 1 5.4 1 2.0 5.4 

入気窓風車nf/s) 25.2 30.2 -9.3 6 2.4 -1 1.8 4 1.6 5.0 20.3 7.7 

換気回数(回/時) 35 1 1 1 6 33 1 1 1 9 34 2 5 24 3 1 24 1 1 

外気温('C) 8.8 8.4 9.6 7.2 9.8 -3.9 0.1 1.7 

牛舎内温度 ('C) 8.4 9.9 9.9 8.4 1 0.6 0.4 6.7 8.2 

資料4 作業時間 (1984.7.18) 

飼配合料・給与の 晴乳 ボロ出し 搾乳 その他 言十

搾乳牛舎 116 。 35 450 7 608 
(19) (0) (6) (74) (1) (66) 

分娩牛舎 22 22 1 7 43 11 11 5 
(19) (19) (15) (37) (10) (12) 

育成・乾乳牛舎 54 。 84 。 2 140 
(39) (0) (60) (0) (1) (15) 

カーフノ¥ッチ・ 31 31 。 。 。 62 
スーゾ切ーフ'/'::.'チ (50) (50) (0) (0) (0) (7) 

言十
223 53 135 493 20 925 
(24) (6) (15) (53) (2) (100) 

1)飼料生産時間を含まず

2)単位:分， ( )内は%
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群管理用試験牛舎の設計上の特徴と

使用方法ならびに試験の進め方

相木 甲

(北海道農業試験場)

I 米国、英国における群管理牛舎 が更に急テンポに進み， 1971年から1976年の 5年

米国では，乳牛の群飼は南部の州において早く 聞に，つなぎ式が70%から56%に減少しており，

からドライロットやコラノレによって行われていた 現在では50%以上の牛舎が放し前川、方式を採用す

が，北部の州でこれが採用されたのは，ウイスコ ると云われている(表2参照)。

ンシンやミズウリ大学の試験の結果，乳牛とくに

ホノレスタイン種が寒冷環境に強く，断熱のない放 E 北海道への群管理システムの導入 d 

し飼い牛舎でも，つなぎ式牛舎に劣らない牛乳生 北海道への乳牛の群管理システムの導入は早く，

産ができる乙とが解ってからの乙とで， 1950年代

の後半からと言われている。当初のシステムは，

所謂ルーズパーン方式で休息場にストーノレが無い

もので，環境汚染や牛体汚染の防除上，広い舗装

と大量の敷わらを要したため，敷料更新作業に手

間がかかり，放し飼い放式の省力効果が十分に認

められず，酪農家に容認されるようなものではな

かった。北部の州に放し飼い方式が進展したのは，

1960年代に入って休息場にストーノレが設けられて

からのことで，現在では休息場，給餌場， ミノレキ

ンク守パーラ一等の施設を一棟にして舗装部分や敷

わらの必要量の低減を計った新形式のフリースト

ーノレ牛舎が多く，乳牛をそれぞれの栄養要求量に

よって群分けし，群ごとのコンプリートフィード

を作って不断給餌する方式が，最も経済的で生産

性の高い群管理システムとして定着してきたよう

である。しかし，表 1及び図 lに示したように，

北部の州では現在でもつなぎ式牛舎が主勢を占め，

新築牛舎の50%以上がつなぎ式で，とくに規模60

頭以下の場合に乙のケースが多いといわれる。南

部の州では20""25年前にすで、にノレーズパーンが優

勢となったが，北部の州では新築される放し飼い

既に昭和36年(1961年)にはルーズFパーンの設置

を見た。乙れは，農水省が雄武町に大規模機械化

実験農場のーっとして設けたもので，その後昭和

38年には北農試，昭和40年には帯広畜大にもノレー

ズパーンが設置されているo 言ってみれば，米国

が，北部の州では不向きとして捨てた技術を省力

指向の新技術として導入したわけで，選択者の 1

人としで汗顔の至りであるが，事実敷わらの確保

ができないために休息場が泥棒化し，牛体が鎧を

着た状態では，管理システムの試験などできるよ

うな代物でなく，ノマーラー搾乳の省力のみが取柄

であった。そのため，雄武では昭和39年には早々

と休息場にフリーストールを設けたが，北農試で

は昭和46年にふん尿の液肥処理を名目にしてすの

乙床式フリーストレール牛舎に改造で、き，やっと

悪夢からさめた次第である。帯広畜大でも昭和49

年にロータリーパーラで搾乳するすの乙床のフリ

ーストーノレ牛舎を改めて新築した。結局，北海

道のノレーズパーンは 7施設の設置で終り，昭和42

年以降はフリーストーノレ牛舎の導入に移行した。

昭和49年までは休息，給餌及び搾乳施設を別棟に

したものが多く，昭和50年以降になると，乙れ等

牛舎の殆んどすべてがフリーストーノレ牛舎で、ある。 の施設を同棟にしたものが増加した。また，ふん

英国では，つなぎ式から放し飼い方式への移行 尿の液状処理方式のフリーストーノレ牛舎も昭和40
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年に導入されているo

北海道では乳牛の放し飼い方式の導入が早かっ

たのにもかかわらず，フリーストーノレ牛舎は漸く

100を数えるに至った程度で，現在のと乙ろあま

り普及していない(表 3参照) 0 1頭当りの必要

床面積が少し将来の増頭数に対処する乙とが容

易で，かっ省力効果の高いフリーストーノレ牛舎が

何故道内で普及をみないのか? その理由として

①つなぎ式牛舎でも，給餌やふん尿の機械化がフ

図 1Geograpruc regions of t.he United States. 

リーストーノレ牛舎と同程度にできる乙と。②50頭

程度の飼養規模では，パ-7ニ互主の省力効果が

少し毎日一定の手順で搾乳できる牛舎内搾乳の

方が勝る乙と。③府県に対する繁殖もと牛供給血

責を負っているために純然たるコマーシャノレハー

ドが少く，日常牛体に接し易く，手入れの容易な

つなぎ式牛舎の方が個体販売上優利なこと等が挙

げられる。

指導・研究機関では前述の 2施設のほか，新得

1 Northeast: Maine， New Harnpshire， Verrnont， Massachusetts， Rhode lsland， COllllecticut， New YOl九
New Jersey， Pennsylvania， Delaware， Maryland 

II Lake States: Michigan， Wisconsin， Minnesota 
III Corn Belt: Ohio， Indiana， Illinois， 1owa， Missouri 
1V Northern Plains: North Dakota， South Dakota， Nebl'aska， Kansas ... 
V Appalacrua: Virginia， West Virginia， North Cal'olina， Kentucky， Telllles日間 司

V1 Southeast: South Carolina， Georgia， Flol'ida， Alabama 
VII Delta States: Mississippi， Arkansas， Louisiana 
VIU Southern Plains: Oklahorna， Texas 

1X Mountain: Montana， Idaho， Wyoming， Colol'ado， New Mexico， Al;zona， Utah， Nevmla 
X Pacific: Washington， Oregon， California 

表2 PEHCENT AGE OF PIWDUCERS IN ENGLAND AND WALES 

1963-4 1968-9 1971 1976 

Cowshed 86 76 70 56'2 
Parlour 10・5
Bail and combination of 30 43・8

cowshed and parlour 3・5
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畜試(昭和42年:堆肥処理)，十勝種畜牧場(昭

和48年:液肥処理，ウオームパーン)にもフリー

ストーノレ牛舎が導入されて調査や試験が進められ

た。乙れ等の結果では， フリーストーノレ牛舎によ

る群飼方式は省力の面から望ましし、が，乳牛の個

体管聞に綿密さを欠き，と{_に相依の能力巴遭A

比濃度型竺笹担墾であり，搾乳牛の泌乳

能力を十分発揮できないこと，乾固牛が過肥にな

る乙と， 組飼料の給与ロスが大きいこと，ふん

尿による牛体汚染が多いこと，さらに開放式牛舎

による群飼育では，畜舎が寒冷構造のため冬期間

の乳量の低下や排ふんの凍結がみられる乙と等の

問題があり，技術的に確定しない部分が多く，乙

れ等の乙ともフリーストーノレ牛舎の普及を阻害す

る原因である乙とは否めない。

とが予想され，今後求められる研究は個体能力を

十分発揮できる高能力牛の低コスト，省力的群管

理技術の確立ならびに群管理システムの開発にあ

るが，北農試では，昭和58年にコンピューターを

利用した群管理用試験牛舎を新設して実験方法の

精密化と効率化をはかったので，以下に設計上の

特徴と施設の使用方法ならびに試験の進め方につ

いて概説する。

1. 平面計画

牛床および給餌口を40個宛設置した。フリース
-----一一----一一一/一一一一一一一一)ー---------

トーノレ牛舎が導入された当時，牛床数は収容頭数

の10労増し，給餌スペースは制限給餌(一斉給餌)

の場合には 1頭当り75cmが必要とされていたが，

牛群の社会行動や採食行動調査の結果，不断給餌

の場合には 1頭当りの必要スペースが減少し，完

全飼料を用いるとそれぞれ67~， 27~ (20cm)ち

E 北農試群管理試験牛舎 足りることがわかって来た。従ってストール数40

北海道では将来，さらに規模拡大が進展する乙 床の牛舎の収容能力は即題と考えられる。また，

一-::-r:r-~ ~初~~. '. ¥ 
表 3 北海道における群飼型乳牛施設数にいれ'1- ，~Ø 巧__ rlt，'"'0..，"¥. ¥， Y後 ρ)

年妻子 網走 十勝 石狩 後志 釧路 根室 日高 留萌 宗谷 上川 胆振 5十

36 

37 。
38 2 2 

39 2 3 

40 

41 。
42 

43 。
44 。
45 

46 2 2 

47 l 2 4 

48 3 1 4 

49 3 3 

50 3 3 4 2 12 

51 4 6 12 

52 3 3 2 10 

53 2 2 2 9 

54 1 2 2 4 9 

55 2 2 6 

56 3 4 

57 8 l 9 

58 ラ
5十 10 3包 4 2 3 27 3 3 93 
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牛床，給餌口，濃厚飼料給餌用のストーノレフィダ

ー，飲水場，運動場などが 2群に分けて飼育でき

るように配置されており， 1群20頭の飼養試験や

60頭規模までの体系化試験の実施が可能であるo

ストーノレは標準型20床と最近流行のサスペンド

型20床を設けてあり，その選択性についての調査

が可能である。ただ，両タイプのストールの配列，

サスペンド型ストールの構造に基本的ミスがあっ

たので，将来改造する必要がある。

搾乳前に牛を集めて置く待機場を設置するのが

通例であるが，本施設では通路兼用とし，舗装面

積の低減を図った。 (P49群管理牛舎. P51群管

理牛舎平面参照)

2. 構造

北海道，とくに道東・道北の気候帯では，前面

開放式のフリーストール牛舎は舎内が結氷し，ふ

んが凍結するので，軽く断熱したオープンリッチ

の閉鎖式牛舎が安価で経済的である。ただ，牛の

出入りが自由な時，牛舎の近くに高いサイロや樹

木，他の建物がある時，収容頭数が余りにも少な

い時，屋根勾配が33cm/m以下の時などには換気

効率が悪いとされている。憎の牛舎における試験

の関係で，収容頭数が20頭以下になることもある

ので，断熱，強制換気方式のセミ・ウオームパー

ン的構造の牛舎とした。冬は棟上のベンチレータ

ーから入気して壁面の換気扇で強制排気し，夏は

窓から人気してベンチレーターで排気するが， 6 

個宛設置した有圧換気扇 (4個は温度制御f可能)

とベンチレーターの組合せによって牛舎内の環境

条件を調節できるように配慮した。

3. 給餌システム

(1) 濃厚飼料

群管理では搾乳牛の濃厚飼料給与は通常ミルキ

ングパーラー内で行われるが，乳量の多い牛はパ

ーラー滞留中に必要量を採食できない。この傾向

はティートカップ自動離脱装置の供用， • 1ストー

ル 1ユニットの搾乳の普及でミルキングパーラー

の搾乳効率が高まるにつれて増加してきており，

深刻な問題となっているo 乙の打開策として，サ

イレージと濃厚飼料の混合飼料をパーラー外で追

加給与する方法と濃厚飼料の給餌装置を使用する

方法とがあるが，前者の場合は，低泌乳牛はエネル

ギ一過剰に，また高泌乳牛は蛋白過少になる傾向

が強いので好ましくない。濃厚飼料給餌装置には

下記に述べる 4種のタイプがあり，いずれも市販

されているo

ア)マグネット方式:パーラー外で追加給餌し

たい牛の首にマグネットを付けて置き，牛が飼槽

に首を入れ，マグネットが飼槽の前面にある金属

板に接触すると給餌装置の上部に取りつけた飼料

ビンが関口して濃厚飼料を放出，牛が磁力外に後

退するとモーターが取まり飼料の放出が中断する。

飼槽から首を出さない限り飼料放出が続くので採

食量は把握できないロマグネットのない牛は飼料

表 4 トランスポン夕方式による入居牛の濃厚飼料の採食行動 (調査平均)
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を放出できないが，優勢上位の牛は下位の牛を追

い出して残飼を採食できるので，個体の栄養管理

の装置としての実用価値は低し'0

イ)電子扉方式:特定の牛が近づいたときだけ，

特定の扉が開いて採食できるようになっているも

ので採食競食はほとんど防止で、きる。牛の首に波

長の異なった発信器を取付け，その波長と同調し

た受信器を備えた飼槽の扉が閉口するようになっ

ているD 全頭数に取付けるのが最も望ましいが，

弱し 1牛あるいはたくさん食べさせたい牛にのみ取

付けることもできるo 粗飼料の給与にも適用可能

であるo

ウ) トランスポンダー方式:牛側に発信装置，

飼槽側に受信装置がある点、では電子扉方式に類似

/d'ク'()o

~辺、日
匂・4
¥ 

するが，これは， 1基の給餌ステーションで20'"'-

30頭の牛が，それぞれに必要な分だけ，濃厚飼料

を 1日2'"'-10回以上に分けて採食できるのが特徴

である。トランスポンダ一方式における濃厚飼料

の採食行動は表 4に示したとおりで，牛の能力に

応じた濃厚飼料を分配できる点で、はマグネット方

式よりはるかに優るが，競合による追い出し採食

が可成り認められた。群全体の採食量は推定でき

るが，個々の牛の把握ができないのが難点で，そ

のため無入居牛や故障したトランスポンダーの確

認には全個の点検が必要であるO

エ〉コンビューター制御方式

わが国では，国産 2機種，外国製 2機種計4機

種が市販されでいるが，それぞれの牛に発信機を

一一一一一一ーー守

プ~>I

図2 現地搾乳施設
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取り付け，牛が給餌ステーションの飼槽に首を入

れると，発信機がそれぞれの識別番号を発信し，

受信機がその識別番号を受信してコンピューター

に送り，コンビューターはその番号に応じ，乳量

や体重に基づいてあらかじめ牛ごとに割り当てた

日量とすでに給与した量を比較し，残量があれば

フイダーの飼料供給口から濃厚飼料を放出するよ

う指示し，放出量を記憶し， 24時間ごとに，ある

いは任意の時に採食状況を記録するもので，各機

種のソフトは大まか類似している。しかし，分割

給与の仕方，採食に関する情報の内容など機種に

よって特徴があり，フイダーの放出機構，管理可

能頭数などハードの面でも相違があるD

トランスポンダ一方式，コンビューター制御方

式とも 1台で25"'30頭の給与が可能である。

濃厚飼料の給餌方式として，乙れ等のほかに完

全飼料による給餌システムがあり，米国では牛の

栄養要求量によって 3"'4群に群分けして，それ

ぞれの群に適応した完全飼料を不断給餌すると，

採食競合が少なく，最も効率的な給餌方式として

定着しつつあるが， 50"'60頭の飼育規模では群分

けすることが難かしく，コンビューター制御によ

る給餌方式がより好ましいものと考えられる。

完全飼料の給餌に関する問題点や利害について

は昨年度の家畜管理研究会で報告，討議され，ま

た会報にも載っているので重複を避けるが，本施

設ではコンビューター制御の濃厚飼料用のストー

ルフイタ -2基と完全飼料を定量的に配餌できる

ドアフイダ-40個を設置し，乙れ等の定量装置

の組合せ使用により，濃厚飼料給餌に関する多様

な試験ができる乙とが特徴であるD なお，ストー

ルフイ夕、ーとドアフイダ一昨 1個の発信機で併用

できるようになっており， これを開発したO社の

ものを採用した。

(2) サイレージ及び混合飼料

サイレージ，あるいはサイレージ・乾草・濃厚

飼料の混合飼料は，前述のとおりドアフイダーで

給餌する。ドアフイダーはストーjレフイダーと同

様にコンピューターで給与日量を 1頭ごとに設定

し， 40個の飼槽に割り当て量をあらかじめ配餌し

て置く口飼槽のドアには識別装置があり，それぞ

れの牛の識別番号にだけ対応して開くようになっ

ている。乙れによって，残飼のでやすいサイレー

ジなどの摂取量を 1頭ごとに調査することができ

る。また， ドアフイダーを開放し群飼する場合に

も，採食行動調査により各牛の各飼槽での採食時

間と飼槽どとの採食量から，それぞれの牛の採食

速度と採食量が短目のうちに推定できる。 ドアフ

イダーの飼槽は， 50"'60K9まで混合飼料が入る大

きさであり，給餌歩見支や多頭数，少給餌口による

採食試験ができるように配慮した。

4. 搾乳システム

ミノレキングノマーラーには， アブレスト，サイド

シュートならびにへリーオープン(タンデ、ム). 

ンボーンタイプのものがあり，ヘリーンボーンタ

イプのものが安価で最も搾乳能率が良いとされて

おり，また道内にはこのタイプのものが最も多い

が. 1頭ごとに搾乳管理のできるサイドオープン

のものを選んだ、。 3頭複列 (6頭用)の 1ストー

ノレ 1ユニットの専用型で，搾乳は 1系列または 2

系列で行い. 3頭片列. 3頭複列. 2頭複列等に

よる搾乳管理の比較実験が可能である。乳量の計

量，記録，試乳採取は自動化され，測定室のコン

ビューターと連結している。また乳房炎の予防や

異常乳の早期発見ならびに搾乳終了点の検知が各

房ごとにできる装置も組み込まれており，個人差

のない正常な搾乳管理ができるように配慮した。

なお，道内には 40，__ 50頭の搾乳規模でアブレ

ストタイプのミルキングパーラーで搾乳してい

るケースがかなりあり，なかには，夏期昼夜放牧

で，図 2に示すような自作の平床式アブレストパ

ーラも見られる。規模拡大が進むにつれて， 2時

間内に搾乳を終了させるためにはパーラーの導入

が必須となろう。
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5. ふん尿処理システム

舎内は，パーンスクレーパーによって通路内の

ふん尿を収集し，パーンクリーナーで舎外へ搬出す

るが，固液分離溝のス乏ットの取替えによって堆

肥生産とスラリー生産ができるのが特徴である。

冬期間，パーンクリーナーの屋外部分が凍結する

ので，現在のところ，スラリ一生産は夏期間に限

定されるが，両方式の生産性についての比較も試

験課題の一つであるo パーラ内の汚水ならびに治

療室内のふん尿は地下の汚水槽(旧施設利用)に

導いて貯留し，清浄水は沈澱槽を通して別系統で

排出する。

なお， ドアフイダーの前には巾30cm，高さ25cm

のステップを設け，粗飼料の通路への拡散を防い

だ。牛床はカウマットと同程度の効果があるとさ

れるアスコン仕上げとした。

6. 衛生管理

ホスピタルには病床2頭分と枠場を設けたD 体

重測定は健康管理，飼料給与量決定の指標となる

のでできるだけ多く実施するのが好ましいが，搾

乳室から牛房へ帰る通路iと設けたロードセル式の

牛衡機によって，牛の体重が簡単に測定され，コ

ンピューターへ送って記録され，体重の日隔変動，

日内変動の解析ができる。

この牛舎内の各装置で測定・記録されたデータ

を利用すると，個体どとの飼料給与計算に基づい

た飼養管理，個体ごとの泌乳・繁殖・衛生情報管

理が容易に行える。しかし，乙れ等のシステムの

精度を向上させるためには，各装置自体の機能の

改良，装置聞の情報交換のためのソフトウエアの

開発など，今後の試験研究に負う部分も少なくな
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コンビューターによる牛群管理システム

一乳牛の群飼育下の個体管理一

ファームコンビューター

最近のコンビューターの普及は目ざましいもの

がある。十勝の農家にも 160台ものコンビュータ

ーが使用されているし，昨年のアメリカの農家に

おけるコンピューターの利用は 8.1%に達してい

るo その用途の内訳は次のとうりである。

会計記録 57.0 労

乳牛個体管理記録 39.2 労

自動給飼 26.6 労

飼料計算 25.3 % 

穀物記録 16.5 9ぢ

投資分析 13.9 % 

給料支払記録 10.1 % 

自動乳量記録 2.5 96 

(ホーズ・デイリーマン マーケット スタデイ

による)

乳牛飼養技術のレベルを見るものの一つに産乳

量があるが，過去10年間のアメリカの乳牛 l頭あ

たりの平均産乳量の伸びは，依然として 3%台を

保ちつづ、けている。産乳量向上の理由として 1)乳

牛の改良 2)粗飼料の質的向上 3)飼料給与技術

の開発・向上 4)コンビューターの活用が大きい

と言える。

新しい飼料給与技術

需要の伸びの停滞に伴なった乳価据置き，さら

に生産調整と本道酪農業界をとりまく環境が非常

に厳しくなったここ数年，時を同じくしてコンプ

リートフィーデ‘イング，チャレンジフィーデ‘イン

グと言う新しい給与技術が紹介され始めた。先進

的な酪農家は経営の効率を上げるため，これら

土谷紀明

例土谷特殊農機具製作所)

の新技術に取り組んでいるが，まだ年数も浅く，

試行錯誤の域を脱しえない時期ではあるが，昨今

牛舎の庭先でよく乙んな話を耳にする口

①コンプリートフィーデ、イングを行なっているA

牧場主:初年目は乳成分も向上して面白い程搾れ

たが，今年はどう言う訳けか乳が出ない。後継牛

が不足ぎみだ。②スタンチョン牛舎でコンプリー

トフィーデ‘ィングを行なっている B牧場主:以前

に比べ乳量，乳成分共に向上した。しかし手間が

かかって大変だ。いつまでやれるかなあD ③チャ

レンジフィーデ、イングを行なって好成績を上げて

いる C牧場主:30頭を 3人で管理している聞は

8， 000 Kg 4. 0 %は保てるが， 1人が病気その他で

1週間も牛舎から離れたらガタガタになってしま

う。①の話はソフトウエア(飼料設計)に問題が

ありそうだが，②③の話はソフトウエアー(新技

術)とハードウエアー(既存施設)との組合わせ，

労働力に問題があることは明らかである。

コンビューターによる牛群管理システム(キャ

トルコード)

「コンピューターによる牛群管理システム」と

言うと何か全く新しし、コンプリートフィーデイン

グ，チャレンジフィーデイングに次ぐ第 3の新給

与技術と見る向きもあるかと思うが，そうではな

くソフトウエアー的には，全くチャレンジフィー

デイングそのものであるo すなわち基礎飼料は，

1種類(又は 2種類)の良質組飼料ベースのミッ

クスフィードとして飽食させ，産乳飼料として 2

種類(又は 1種類)の濃厚飼料を，分娩後 1日

400 '" 500 gの割合で増量給与してし、く濃厚飼料

っ'U
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高水準給与による高泌乳牛の高位産乳対応の技術

である。ただ一つの相異はチャレンジフィーデイ

ングは，主としてスタンチョン牛舎で人が牛を識

別して， 1日に 4""5回濃厚飼料を給与していた

ものを，キャトノレコードはコンピューターがそれ

を行なうことであるo

キャトルコードの特徴

キャトルコードは 1)正確で素早い識別。(世界

特許) 2)高い信頼性。 3)豊富なバリエーショ

ンo 4)優れたソフトウエア一。 (5)モジュラー

システムで将来を明示。等々オランダで7年前に

開発されて以来現在までι，8，500ケ所の世界中

の農場で使用されており， OEM製造数を含める

と世界の50%以上のシェアーを占めている D

<0> 

キャトルコードの最新ソフトウエアー

現在市販されているキャトルコードで自動的に

プリントアウトされる項目は次の通りであるo

1) 1日の概要 (DA Y R E V 1 E W) 2)注意

牛のリスト (ATTENTION LIST) 

3)泌乳期概要 (LACTAT1 ON REV 1 E 

W) .4)繁殖概要 (FERTILITY HER 

D R E V 1 EW) 5)乳牛個体概要 (COW

R E V 1 EW) 6)発情注意牛リストロ

これに新しくチャレンジフィーデイングプログ

ラムが自動的に行なえるパージョンが明年から加

わる。このことによって今まで非常に手聞がかか

り，シビアな計量が必要であったが，確立された

技術のチャレンジフィーテ、ィングを全く手を下さ

ずにコンピューターが行なうようになる D

{国体菅理台帳 名称.ココケヌトロー1'.1.:-7・父:エ，t/mーロー刊ト7・
母:コ:J'1Aトチ，(，'9.'}'Iツn・.

|項目 産次 | 2 3 4 5 6 7 8 9 

|卜分一一娩一日

1ト1重一雄一午一コ一ード

|名 2ヲ. 

ト一一一一

ヤ|lヤ乾畳一一世一一乳一の一一担一日構日

11受精回数

|泌乳回数

|最初の発情

|空胎日鼓

|分境問隔

|分娩予定日

rト||病総一一一名乳一一ー一量コ ド

|飼料総消音量

||卜乳飼一一料代 代

ト一一一一

l|卜乳乳一代一飼一比飼一料一代
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群管理牛舎と管理システム

はじめに

北海道の牛舎形態は現在カウ、ンェード「スタン

チョン牛舎」がその主流を占めている。スタンチ

ョン牛舎は、給餌・搾乳等個体別管理が容易で日

本の様に耕地面積の少ない所にあっては、飼料を

より有効に利用しEつ乳牛 1頭当りの生乳量を高

めるには適したシステムである。反面乳牛 l頭当

りに対しての労力がかかる事、限られた労働力で

は飼養する頭数に限界がある。とくに乳牛をスタ

ンチョンにつなぎ固定する事は乳牛のストレスの

原因でもあり、人聞がその牛の状況を見て調整す

る事により、その乳牛の潜在的能力を見い出す事

が出来ず、能力のない牛に必要以上の労力をかけ、

牛乳 1K!f当りのコストを上げ、る結果になっている

事が多い。北海道の酪農はすでに、乳牛・乳量・

規模・技術ともに世界の水準に達しているものの

牛乳の生産コストは諸外国に比べまだまだ高く、

今後は現在ある土地・施設・機械をより有効に利

用し、コストの低し、牛乳をより多く搾る事が大切

である口

フリーストール牛舎は乳牛が本来持っている

本能を活用した、より省力的、ンステムとして日本

にも早くから採用されてはし、るが、過去あまり普

及されていない口その理由として乳牛管理が粗雑

になる、牛が汚れる、施設費が高いなどか上げら

れているが、最近フリーストーノレが見直されつつ

あり、関心が高まって来ている。乙れは、多頭化

の中ですでに労働力的に限界が来ている事、フリ

ーストールの先駆者の中に成功例か多くなって来

ている事によるもので、今後増頭の中で新旧施設

を、より有効に利用し省力を図るには、やはりフ

リーストーノレが最適なシステムであり、過去先駆

梅津典昭

(北海道オリオン綿)

者の施設例を研究しその地域に適合したシステム

を開発すべきである。フリーストーノレを図る時、

まず考えなければならない事は、我々日本人は農

耕民族であり本質的に牛使いの要素に欠ける事で

ある。従来のカウシェードは牛を中心に人聞が動

くシステムに対し、フリーストールは人聞が中心

に牛を動かすシステムである。カウシェードが牛

養いであれば、フリーストーノレで、の管理は牛使い

でなければならない。フリーストーノレシステムは

牛・人・物・環境の調和がもっとも大切であり、

過去のフリーストールの中には欧米の技術をその

まま取り入れた物が多く、地域の風土・飼料形態・

人間の体格等に適合しないまま採用されている例

が多い。フリーストーノレの採用に当っては、個々

の現状と将来への展望を把握した上で諸条件に合

った独自のシステムを図る事が必要である。

農水省北海道農業試験場群管理試験牛舎はその

まま末端酪農家が採用するにはシステム的にも費

用的にも検討しなければならないが、今後飼料を

より有効利用 Lなければならない日本酪農の現状

から、フリーストーノレ牛舎に於ける個体別管理の

可能性を追求する試験牛舎としてもっとも期待さ

れる施設である。

( 1 )群管理試験牛舎施設の概要

牛舎は鉄骨造平屋建、縦50m、巾 12.5m、床面

積 625rrl、 1棟l乙成牛40頭のストールと壁側に通

路を挟み40頭分の飼槽を施設し、ミノレキン夕、、パー

ラ一、牛乳処理室、治療室、測定室、調査室を配

置した典型的寒冷地型フリーストールパーンであ

る。(図 l、2参照)

一般l乙フリーストーノレバーンの形態を決定する
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には次の条件を考慮する事が必要である。

1 )地域の気候条件(建物構造及配置の決定)

2)飼料形態①不断給餌②制限給餌③個体別給餌

(給餌場の位置と大きさからの決定)

3)糞尿処理①堆肥化②液肥化③固液分離方式

(通路、床形状、配置からの決定)(図3参照)

( 2)給餌施設

全体のシステムは、濃厚飼料・粗飼料ともに個

体別に給餌量の調整が出来残飼も測定出来る様に

機械化されている。(図 4参照)

1 )濃厚飼料の給餌と測定

濃厚飼料の給与は、 2基のストーノレフィーダー

で行っている。本装置は、制御部とストーノレフ

ィーダーにより構成されている。

給餌する牛の首には個別のコード番号を設定し

た発振器が取り付けられている。乙の首輪を付け

た牛がストールフィーダの飼槽に首を入れると識

別アンテナiとより個別コード番号を読み取り、給

飼装置からあらかじめ制御部に設定されている給

与量の濃厚飼料が一定の給与間隔で与えられ

る。

給与量、給与回数は 1日 (24時間)を単位とし

て設定されているが、各牛の泌乳状態に合わせ任

意にプログラム変更が可能であるロ

給餌装置は飼料タンクから 63.5oのスプリング

オーガーで飼槽上の定量ホッノマーに取り出し飼槽

へはさらに48oの小スクリューオーガーで一定量

を給与する。飼料の給与設定は牛の採食速度に合

わせ最少 100gから設定出来るので、飼料を残す

事なく、設定量i乙基づくその牛の採食量が測定出

来る。

制御部は停電補償回路を内蔵しており、万一の

停電時にもプログラムされたデーターは消えず、

回復時には正常に作動可能である。

給与結果は手動または、任意の設定時刻に自動

的にプリンタより出力する。

通常 1台のストールフィーダーで20----30頭の給

餌が可能である。又 l台の制御部で8台のストー

ルフィーダーを制御可能で、個体識別部では 256

頭まで識別が可能となっているo 長期間のデータ

蓄積処理や各種演算処理はデータ処理装置にて

千丁つ。

2 )粗飼料給餌と測定

組飼料給餌装置は飼槽・制御部・コンプリート

フィーダー・ベノレトフィーダー・ドアフィー夕、ー

より構成され、個体別給与が出来る様になってい

る。

①飼槽

飼槽は頭数分を施設し盗食を防ぐ為に飼槽両

側に盗食防止板を取りつけ、飼槽全体も深めに

設計されている。又飼槽前方は測定する残飼を

取りやすくする為、取り外し出来る様になってい

る。

② 制 御 部

粗飼料の個体別給与量の設定に基づき各機器の

コントローノレを行い個体別の給与を可能にしてい

るo

③ コンプリートフィーダー

コンプリートフィーダーは固定式 (2.6m)で、

計量器はロードセルを使用し、飼料種別投入量を

測定すると同時に、混合した飼料を制御部で設定

された個体別給与量に計量し、搬送コンベヤーに

落とす口

④ ベノレトフィーダー

ベルトフィーダーの飼槽から飼槽への移動時間

は 1分間を設定している。

制御部で個体別に設定された飼料は、コンプリ

ートフィーダーから搬送コンベヤーに落とされ、

ベルトフィーダーで所定の飼槽に配餌される。

⑤ ドアーフィーダー

各飼槽前には識別装置が内蔵されたドアーが取

り付けられている。ドアーは牛の首に取り付け

られた発振器を識別し、設定されたナンバーのド
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アが開くシステムになっているo 牛の首i乙取り付

けられた発振器はストールフィーダーと共用にな

っているので、濃厚飼料粗飼料管理は同一ナンバ

ーで行える。

乙の様に国体別給餌機・飼槽の形状・ドアーフ

ィーダー・ストールフィーダーは飼養形態に合せ

さまざまな組合せをする事lとより、フ，リーストー

ルに於ける固体別給与を可能にしている。

( 3 )搾乳施設と記録

ミルキングパーラーはタンデム型 3頭W6スト

ールを施設し、それぞれに電子ミルクメーター

「ミルコン」を取り付け乳量の自動記録がされる。

① タンデムストーノレ

ミルキングパーラーの型式はへリングボーン・

タンデム・ウォークスルー・ロータリーなどがあ

るが、当牛舎は各種データーを取る事を重視し、

個体別管理のしやすいタンデム型ストールを採用

している。

② 搾乳と計量

搾乳はパーラー用パイプミノレカ一、ロー配管、

同時6頭搾乳用を施設し、搾られた牛乳はミルク

ポンプで、バルククーラーへ送られる。計量は

ストーノレごとに取り付けられた電子ミノレクメータ

ー「ミルコンJで行い、搾乳終了と同時に計量も

終り、逐次乳量自動記録装置本体へ伝送されるo

操作部

自「醐動記搬置
| 本体

"_/;J bn.:ml:t;t;~ 

日|芳l 団自CÆ~
E三耳

部 組制 l l L 
白一旦j 出 l

日J
長jートフィータ

「1
ドアフィーダ

制御部

図4 乳牛管理システムの構成
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各ストールの乳量はそのつどデジタノレで、表示され、 極の電極間 (8mモーの電流を流す)で分房ごと

終了確認したらキーボー;ドl乙よりストーノレ番号・ の牛乳の電気伝導度を測定する。電流が 8mモ

牛番・印字指令の入力を行う。又各ストール ー以上になると表示器の分房別ランプがつく。

に個体識別装置を付ける事により、飼料給餌機の 又搾乳が終了し 2極の電極聞に牛乳が無くなると

首輪発振器を併用して、自動的に牛番を入力する

事が出来る。

③乳量自動記録装置

各ストーノレからの入力はインターフェイスによ

りデーターが重なる事なく入力され、乳量自動記

録装置の印字出力はインデ、ックス番号・牛番・個

体別乳量が基本となって、コメント入力により、

発情異常などが同時に印字でき、またコンソーノレ る。

パネルの操作lとより牛番順のソーテイング・合計

量の印字も可能である。

④ チェックゲート

チェックゲートは搾乳をしながら、各分房別に

異常牛をチェックすると同時に搾乳終了をキャッ

チする事が出来る。 4分房から流れる牛乳につ

いて、ミルククロー内にそれぞれ取付けられた 2

電流が流れず、それぞれ分房別の搾乳終了ランプ

が点灯する。

異常乳の判定は乳温38'C電導度 8mモーを基準

とし、このレベノレに一致する異常乳とは無脂固形

分8%以下、体細胞数 100万/me五uとしてい

る。チェックゲートに記録計をセットする事に

より搾乳中の電気伝導度の傾向をつかむ事が出来

( 4'，)牛衡器

牛衡器は牛衡器・操作部・計量記録部より構成

されている。搾乳を終了した牛は、帰り通路に

施設した牛衡器の架台に乗るとロードセノレlとより

重量が電気信号に変換される。この信号は計量

記録部内ロードセルコンパータにより、デジタ

己山
月報

個別データ

経営情報

本体 インターフェイス

←ー乳量自動記録装置

eース卜ーノレF制御部

←ーベルト F制御部

←ー牛衡器

図5 データ処理装置
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ル信号l乙変換され、デ、ィスプレイに表示される。

操作部のキ、ーボードより牛番印字指令が入力され

重量信号が安定すると自動的にプりンタに印字出

力されるとともに記憶される。又コンソーノレパ

ネノレの操作により、牛番順のソーティングが可能

となっている。長期間のデータ蓄積処理や各種;

演算処理はデータ処理装置にて行う。

( 5 )データ処理装置

①ハードウェアー

ヂーター処理装置は乳量自動dC録装置や各告側

部とオンラインし集中管理する事も出来るが、

圃場・飼料・乳牛・経営管理と酪農に必要とする

データーは多く、コンビューターの規模も大きな

ものが必要となる。一般酪農家への導入は、

万一の故障、多目的利用と経済性とを考慮し、各

制御部とコンピュータ一本体はオンラインせず、

各種デ一、ターはキーボードによりインプットし演

算、設定したものを各制御部にインプットする方

法が推奨される。データ一処理と各制御部を切

りはなす事により、ハードウェアー構成はコンビ

ュータ一本体・キーボード・ディスプレイ・フロ

ッピーディスクユニット・プリンターともに市販

のパーソナノレコンビューターを利用する事が出来

る口

② ソフトウェア

標準的ソフトウェア構成は飼料計算、 NRC、

日本飼養標準または、二本立て給与法による飼料

飼料
マスターファイル

問料計算LP
生産購入

繁殖カレンダー

搾乳量
給飼料

-給飼量
発情・種付
分べん、ほ育
健康管理
予防治療
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応じて、牛舎内もまたパーンスクレーパーで集め

ピットに落し込む方法、排土板を刷用しピットに

落し込む方法、通路下全面をヒ~ 'Y トにして通路を

スノコにしたスラット方式など、搬出方法と施設

が設定されて来る。

とくにフリーストーノレ牛舎は牛が自由に歩き廻

るだけに排世される糞尿の面積が広くなるので機

計算を行い、検定結果、栄養比、飼料代、粗利益

などの値をプリンタより出力する。また繁殖管

理は分娩日の入力lとより、初回発情予定日、再帰

発情目、乾乳予定日、分娩予定日、分娩後検診日

などを出力する。個体ごとの履歴が保存でき必

要なときにいつでも利用出来る。一定期間内の

要注意牛の出力、牧場全体の繁殖管理が出来る D

械・施設については綿密な検討が必要で、ある。

群管理試験牛舎は通路にバーンスクレーパーを

施設し、糞尿は牛舎端のパーンクリーナー溝に

(図 5、6参照)

( 6 )糞尿搬出装置

落し込み屋外に搬出する。バーンクリーナー・

;エレベータ・立上り部尿溝にはダンパーが取付け

られ、、糞尿混合で、床下ヒ。ットに落し込む堆肥化と

!液状処理両方出来る施設になって居る。

牛舎内糞尿搬出方法及び施設の形態は最終処理

方法によって決定されてくる。液状処理による圃

場の還元、堆肥化による闘場還元、固液分離によ

る一部固体の流通と液処理など糞尿処理の方法に

飼料形態による施設の形式図3

Aタイフ。

給餌場と牛舎が完全に別棟になったものである。中央通路は給餌機械の幅に応じて決定するo 飼槽が

別棟の場合，飼槽のみ屋根をかけ給餌機で=給与する。給餌方法は不断給餌が基本で、あり，牛の頭数に対

し飼槽長サは短かくできる。牛床は牛が座わり，休息する場所であり，採光などを配慮し，牛が十分安

心しτ休めるような環境にする事がたいせつである。
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Bタイプ

同じ建物の中に，給餌場と牛床を施設したものであり，給餌方法は，不断給餌，制限給餌が兼用で、き

るo ストーjレに連動スタンチョンを施設する事により，給餌車を使用し，ある程度の個別体給与が可能

となる。中央の通路巾は使用する給餌機械に応じて決定する。飼槽長さは頭数分を確保する事が必要で

~21)日

ある。

Cタイプ

牛床と給餌場がいっしょになった型であり，建築面積が小さくスタンチョン式とフリーストーjレの折

衷型である。スタンチョン牛舎をフリーストールに改造する時に容易である。牛舎面積も小さくーある

程度の個体別管理が可能となる。給餌は給餌車，カートを使用する。
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昭和 58年度シンポジウム討論要旨

コンプリー卜フィード給与システム

昭和58年度シンポジウムは「コンプリートフィ

ード給与システム」のテーマで，昭和58年12月7

日附，午後 1時から，株式会社ムトウ大会議室

(札幌市北区北11西 4)において開催された。針

生程吉氏(北農試)，高畑英彦氏(帯畜大)を座

長とし，西埜進氏(乳牛の完全飼料と給与システ

ム:酪農大)，佐藤正三氏(十勝におけるコンヲ。

リ←トフィードシステムの現状と問題点:北見農

試)，村井信仁氏(コンプリ一卜フィードの調製

機械:十勝農試)の話題提供ならびに参加者によ

る討論が行なわれた。話題提供の内容は，前号

(18号)!乙掲載されているが，以下の要旨は当日

の討論から取りまとめられたものである。

座長(針生) :西埜先生の発表された「乳牛の完

全飼料と給与システムJ![関する質問をお願いし

ます。

佐々木(ホクレン) :慣用的な給与方法とコンプ

リートの給与方法において，あまり産乳性i乙差が

ないという報告であったと思いますが，試験して

いる牛の乳量が，非常に低いのではないでしょう

か。むしろ高泌乳牛になるに従って，コンプリー

トという要望が強くなるという現状の趨勢から行

きますと，その辺の兼ね合いはどのように理解し

たらよいのでしょうか。

西埜:実験の場合，実際の場とは違って，乳量水

準が低い条件で試験を行なう場合がしばしばある

と思います。ただ，それでは乳量が20Kgのデータ

は60Kgの場合使えないのかどうか，使えないとす

ればどこにギャップがあるかと言うと，多分答え

られないと思います。問題は，20Kgと仮に50Kg，

60Kgの乳量とギャップがあるとすれば，乾物摂取

量だろうと思います。ですから，乾物摂取量に差

がなければ，つまり，乳量が10Kgの場合でも差が

なければ，60Kgの場合でも差がないだろうと考え

ます。つまり，飼料の摂取量が同じであれば，慣

用飼料であろうと，完全飼料であろうと，摂取し

た後の家畜の対応の方は聞きがないように思いま

す。問題は乾物摂取量，飼料の摂取量だと思いま

す。

佐々木:わかりました。ただ，実際の農家での給

餌場面で，搾乳牛の能力が上って濃厚飼料が10Kg

とか12Kgという段階で，これを慣用のやり方でや

りますと，かなりの苦労が伴うと思います。その

辺のメリッ卜もコンプリートで考えなければなら

ないのではと思いますD

座長:本研究会では， 9月6日と 7日iζ十勝で現

地研修会を行ないまして，その記事は，今回の会

報i乙帯畜大の干場先生がお書きになっておられま

す。その時回りました斉藤牧場，小川牧場，岡田

牧場，小井手牧場のうち，小川牧場と岡田牧場は

佐藤先生のお話しの中にも出てきておりますが，

その辺を含みまして北見農試の佐藤氏の発表され

た「十勝におけるコンプリートフィードシステム

の現状と問題点」に関する質問をお願し、します。

上山(北大) : 9月の現地研修会の時に，コンプ

リートフィードK付随するもろもろの技術的な面

での改良がプラスになっているという説明があり

ました。岡田牧場の場合，粗飼料の品質がコンプ

リートフィードシステムを取り入れると前と比べ

て非常に良くなったという御説明でした。そうい

う粗飼料の品質の改善による効果とコンプリー卜

フィードを使ったことによる効果とどちらが大き

いのか伺いましたと乙ろ，よくわからないという

お5苦しでした。コンプリートフィードシステムを

導入する乙と自体もプラスになったと思いますが，

-57-



それに付随するもろもろの ζ と，例えば新しいシ

ステムiとする乙とによって牛の観察を綿密にする

ようになった，というような乙ともあるのではな

し、かと思います。非常に難しいかもしれませんが，

システムを取り入れることによる効果と，それに

付随したもろもろの効果とどちらが大きいでしょ

，うか。

佐藤:分離するというのは，非常に難しいと思い

ます。岡田牧場の場合，かつては給餌フ。ログラム

は全くなくて，出た乳量i乙応じて感覚的に濃厚飼

料でも粗飼料でも給与していた訳ですロそこにこ

のシステムを導入した訳ですが，かなり能力に応

じたプログラムがあっても，組飼料が悪ければ乳

量も出ないという乙とが体験的にわかってきまし

て，粗飼料の品質の向上という乙とになったと思

います。ですから，粗飼料の品質の効果もありま

すし，給餌プログラムの効果もあると思います。

それから，コンプリートフィードによって，能力

の出ない牛は淘汰の対象に思いきってできるとい

う乙ともわかってきました。でたらめに給餌をや

ってますと，どの牛も 5，000K9ぐらいしか出ない

ので，どの牛を淘汰すればよいのか全然わからな

かったのですが，きちんと給与しますと，今まで

40K9なんか出ないと思っていた牛が45K9も出すと

いう乙とで，今度は乳量の出ない牛ははっきりと

淘汰の対象iとする乙とができる。そういう乙とで

牛群の改良が急速に進んできましたロやはり栄養

管理をしっかりやって，そ乙から基礎になる牛，

基礎になる飼料作りが大事だという乙とに発展し

ていく効果が一番大きいと考えています。

座長:要するに，西埜先生の紹介されました文献

で，コンプリートフィードの効果が出てないと言

うのは，試験研究の場合ですと，上山先生が御指

摘のような点が，きちんと設計されているから効

果が出ない。実際の場で効果が出るのは，要する

に対照期がネガティブコントロールであったので

はないかという話だと思いますD

佐々木:お二人のお話を 聞きしまして，私なり

に納得いたしました。ただ，私はコンプリートフ

ィードに移行する過程というものが，牛の能力が

だんだん高度になって行くに従って，慣行法では

ゃれないが何かが出て来て，その時の 1つの手段

としてコンプリートフィードにf子くのではないか

なという感じがしております。

岡本(標津町農協) :穀粒の問題ですが，先ほど

の成績を見ましても，やはり第 1胃を通過して入

ってきていますが，乙れは要するに第 1胃の pH

を下げない効果が出ていると理解してよろしいの

でしょうか。もしそうだとしますと，高泌乳にな

って相当濃厚飼料多給になりますから，配合飼料

はペレットにしましても，粉状のものを多給する

ことになりますので，第1胃pHを考えますと，な右て

く豪長時立を多く使うべきではないかなと思いますが。

佐藤:コンプリートフィードにした場合，試験デ

ータを見ますと，西埜先生の報告でも下っている

のが多かったので=すが，若干，脂肪率が下ってい

ますが，私が見た限りでは，農家では全て上って

いるんです。これは，今まで乾物の絶対量が不足

していたのだと思います。コンプリートフィード

にすることによって，飼料をよく食べるんです。

粗飼料を。コンプリートフィードにする乙とによ

って，もちろん晴好性，その他も改善されると思

います。例えば，農家で今までやっていましたよ

うに，飼料を食い残すと濃厚飼料をふりかけて，

だまして採食させることによって摂取量が上がる

訳なんですが，コンプリートフィードによって，

乾物，いわゆる消化性の繊維の絶対量が取り込ま

れますから，それだけ酢酸の生成が多く，もちろ

ん唾液の量もたくさん出ますし，第 l胃の pHの

調整もできます。そして，酢酸の絶対量が増える

ので脂肪率が改善される，ということで農家の場

合は脂肪率が上ってきたと思います。試験の場合，

かなりいい条件を設定して，それほど高泌乳では

ない牛でやっていますので，データに差が出ない

口。
「
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訳で，おそらく， 50kgも出すような高泌乳牛で試

験を.やりましたら，単独給与の場合や15kgの濃厚

飼料を 2--3固に分けて給与する場合に比べて，

脂肪率なんか，はっきりと差が出ると思います。

Sm i th先生が言ってましたが，労力の許す限り

回数を多く飼料給与を行ない，個体管理を行なっ

た場合と，コンプリートフィードでなげやりでや

った場合で，高泌乳牛で，泌乳量，その他一切差

がなかったという乙とを言っておりました。きめ

細かく行なった場合の労力は大変なもので，実際，

乙れは農家への指導の対象iとはならない。コンプ

リートフィードは，きめ細かく行なった場合と同

じだけれど，手をかけないで成績が出ると言って

おりました。

座長:ただ今のお話しは，要するに，粗飼料，濃

厚飼料に限らず，いわゆる粗飼料因子と言われる

ものの，そのトータルシステムとしての効果の問

題かと思います。

西埜:穀粒を全粒で与えますと，もちろん未消化

のものも多いのですけれど，だから第 1胃だけで

は分解されない。ところが，未消化のものも多い

けれど，全く分解されない訳ではなくて，多分，

時間がかかるのではないでしょうか。時間がかか

るから第 1胃の pHも，多分，全粒の場合であれ

ば，粉のものよりも下がるのが少ないと思います。

杉原(北農試) :高泌乳牛群K対する CF設計例

の中で，高泌乳期つまり A群の場合， リンカノレを

0.3 K9添加するようになっています。私達の試験

で，昨年度は分娩後の高泌乳期で、養分出納がマイ

ナスiとなるという時期に，いろいろなミネラルが

不足したために生じたと思われる症状が出ました。

今年度は， ミネラルやビタミンのプレミックスを

用いましたところ，そのような症状がほとんど出

なくなりました。そういう点から考えますと，高

泌乳期iとは， リンカノレだけではなくて，他のミネ

ラノレもかなり必要なのではないでしょうか。もう

1点，放牧飼養とコンプリートフィードシステム

とが，どうもなじまない点があるのではないかと

考えています。私達の所でも，夏期放牧という慣

習がありますが，乙の期聞にコンプリートフィー

ドを給与するという乙とが，非常に難しい訳ですユ

特に，放牧の場合ですと，毎日の草量，草の生育

ステージといった問題，あるいは，牛が草を食い

込む量が個体問で、かなりばらつきがありますし，

草の足りない分をコンプリートフィードで補うと

いう形になりますと，栄養のバランスといったよ

うな点で，かなり難しい問題が出てくると思いま

すが，乙の 2点についてお伺いします白

佐藤:最初の点につきまして，乙れは一応，あく

までも設計例でありまして，これからはもっとミ

ネラルなども考えなければならないと思います。

今度の新しいNRCでは15ぐらいのミネラル要求

量が示されるそうですが，今のと乙ろ， リン，カ

ルシウム，マグネシウムぐらいですので，とれか

らは，乙の点に関しての飼養標準が大事だと思い

ます。乙の設計例では，コーンサイレージ陀あわ

せて，アルファノレフアサイレージも給与していま

すので，その他のミネラルは割合充足していると

考えています。それから放牧に関しましては，

先程申し上げましたように，研究課題だと思いま

す。これから，研究者の方に，草地型の場合で、コ

ンプリートフィードをどのように用いたら良いの

か，ということを出して頂くために提案申し上げ

た訳です。根釧などで，放牧草だけでやっている

場合，高泌乳牛と言いましでも，ボデ、イーコンデ

ィションが2以下に落ちまして，繁殖成績も悪く

なって不経済なんですロ牧草からの大量の蛋白質

を菌体蛋白質に合成するために，エネノレギーをも

っと与えるといった乙とが必要な訳で，それを実

際，科学的に出して頂くということが，研究者の

方にお願し1したいと乙ろです。私は，それに対し

て何らの知見もありませんので，よろしくお願い

いたします。

座長(高畑) :十勝農試の村井氏の発表された
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「コンプリートフィードの調製機械」に関する質

問をお願いしますロ特になければ，このまま総合

討議に入りまして，その中で質疑応答をお願いし

たいと思います。

座長(針生) :本日はコンプリートフィードに関

してのシンポジウムでありますが，このコンプリ

ートフィードとしづ名称につきまして，コンプリ

ートフィードという名称が，はたして妥当なのか，

コンプリートフィードという言葉の定義をどのよ

うに考えたらよいのか，という点をまず明確にし

ておかないといけないと思います。その点に関し

まして，新得畜試の曽根先生，いかがなものでし

ょうか。

曽根(新得畜試) :コンプリートフィードという

言葉は，農家ではもちろん，本日も皆さん御使用

になっています。坂東科長が， ヨーロッパの方iと，

乙のコンプリートフィードにつきましても研修に

行っておりまして，コンプリートフィードの定義

も，より詳しくなされるんではなし 1かと思いますD

ですが，農家には，コンプリートフィ←ドという

言葉ですでに定着しておりますので，今の段階で

は，コンプリートフィードとしづ言葉をそのまま

使っておいて良いのではなし可かと思います。また

コンプリートフィードを完全飼料と訳す点につき

ましては，私達は，現在の段階では，コンプリー

トフィードを混合自由採食飼料として，取り上げ

ていますD 完全飼料と言うには，コンプリートフ

ィードはまだ，名は体を表わしていない状態だと

思います。

座長:どうもありがとうございました。乙の点に

関しましては，いろいろな面から，今後とも検討

して行かなければいけない乙とだと思います。ま

た，完全飼料とは，何をして完全飼料と言うかと

いう事も，大変難しい問題だと思います。

上山:乙のような管理システムを考えて行く際に

は，人間サイド，動物サイドの両面から考えて行

く必要があると思います。コンプリートフィード

システムと言った場合，乳牛および肉牛が対象に

なると思いますが，肉牛につきましては，コンプ

リートフィードという言葉が出る前から，アメリ

カなどでは飼料を混合して給与しておりましたの

で，コンプリートフィードが話題になってきたの

は，乳用牛iζ対してということで話題になってき

たのではなし可かと思います。その点につきまして，

先程もお話しがありましたように，乳脂率が問題

になっている訳です。乳脂率は，第 1胃内発酵と

も密接に関連しておりますし，コンプリートフィ

ードにすることによって第 1胃内発酵がどう変っ

てくるのか，それによって乳脂率がどう変化する

のかという点につきましても，検討して行かなけ

ればならないと思います。アメリカのパウェノレは，

濃厚飼料の多給によって，また， t且飼料を細切す

ると低脂肪乳が生じると言っております。私とし

ましては，乙のコンプリートフィードは，高能力

牛を対象に行なうべきものだと考えておりますが，

高能力牛を使つての試験例は今のところありませ

んので，この点につきましても，今後検討が必要

かと思います。今の飼養標準では予見性がない，

即ち，高能力牛iと対処できませんし，個々の牛に

よる個体差をどうするかという問題も残ります。

現在では，全部をまとめて，平均的なもので対処

Lている訳ですが，コンブザートフィードはこれ

らのものを補完するものなのか，あるいはまた，

コンピューターを使って個々の牛に自動給餌する

ような他のシステムがあるのか，と言った点をま

ず明確にする必要があるのでは，と思っておりま

す。

座長:コンプリートフィードは，高能力牛を対象

i乙考えるべきだとしづ御指摘でしたが，高泌乳牛

に対するコンプリートフィードの効果について，

どなたか御意見ありませんか。

糟谷(上川農試) :必ずしも高泌乳牛に対してと

いう事ではありませんが，私達の地区におきまし

ても，コンプリートフィードをやりたいという農
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家が出て来ております。しかし，現在の段階では，

止めている状態です。と言いますのは， 3つ理由

がありまして，第 1としましては，混合する乙と

によって，はたして効果があるのかどうかはっき

りしていない，混合することによる効果が明らか

になってから取り入れても，渥くないだろうとい

うととです。次に，最近のコンピューターの普及

によりまして，計算して飼料給与を行なうことが

出来るようになっているという乙とです。飼料設

計をきっちりやれば，別に混ぜなくても良いので

はないでしょうか。第 3に，飼料を混合するとい

うことには，やはり，大変な労力を要する訳で，

エネルギーを使わないで農業をやるのが，乙れか

らの酪農だと考えている訳です。

加藤(八雲) :私としましては，コンプリートフ

ィードシステムは，最近の酪農の多頭化，近代化

といった時代性に応じた，また，牛の生理iとかな

った合理化，機械化の現代版として評価しており

ます。ですが，道南の地域は，将来共fC，大型の

システムを導入する乙とは難しいと思います。コ

ンプリートフィードの研究の際に，大型のものが

導入できない地域に対するミニ版，応用版の検討

もして頂きたい。

西埜:先程の飼料を混合することの効果という点

につきまして，これは私自身の考え方ですが，飼

料設計さえきちっとやれば，混ぜなくてもそれな

りの成績が得られると思います。ただ，群飼の場

合をどうするかという乙とが問題になると思いま

す。けれども，本日はコンプリートフィードその

ものについて，右か左かの結論を出すべきではな

いと思います。乙のコンプリートフィードは，将

来ベターな技術として利用性があると思います。

その場合の導入条件として，多頭数，群飼，省力

管理といった乙とが問題になると思います。

佐藤:コンプリートフィードは，能力の高い酪農

家で有効だと思います。能力の高い酪農家は，搾

乳牛の管理もしっかりしていますし，組飼料も良

い品質のものを作っている場合が多く，コンプリ

ートフィードを導入する下地は十分あると思われ

るからで、す。しかし，スタンチョン式では盗食が

生じるので，牛の配置等をうまく考えないと，コ

ンプリートフィードにしても効果は上がらないと

思います。

村井:混合の必要性が有るかどうかと言う乙とで

すが，内地での粕酪などでは，飼料を混ぜてやる

のがあたりまえですし，やはり混合して給与する

という乙とは，晴好性を高めることになるのでな

いでしょうか。それから，スタンチョンで良し、か

悪いか，乙れはやはり工夫が必要だ‘と思います。

座長:話は徐々にシステムの方に来ているかと思

いますが，情報システムについて，あるいは，コ

ンプリートのエサについて御意見お願し、します。

岡本:コンプリートフィードは，根釧ではやるも

のではないという受け止め方をしています。コン

プリートフィードのエサを考える場合に，やはり

粗飼料が問題になるかと思いますが，粗飼料の質

がそれ程悪くなく，放牧で十分に組飼料を摂取で

きるのであれば，栄養設計さえきちっとやれば，

無理にコンプリー卜を導入することはないと思い

ます。もちろん，根釧におきましでも肉牛ではや

っておりますが，乳牛では必要ないと思います口

座長:{也に飼料の問題につきまして，話題提供者

の方，何かございましたらお願l)します。

佐藤:コンプリー卜フィードにした場合の組飼料

の細切ということですが，先程も乳脂率の低下と

の関係で問題になっておりましたが，カポック氏

に伺ったと乙ろ，アメリカなどで言うと乙ろの

long hayとは，切断長 lcm以上の乾草の事だと

いう乙とで，どうも我々の感覚とは違っているよ

うです。ごく一般に粗飼料を切断するのであれば，

問題はないのではないでしょうか。

鈴木(帯畜大) :コンプリートフィードの場合の

粗飼料ですが，乾草もコンプリートフィードに付

け加えるべきかどうかD コンプリー卜フィードの
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組飼料は，やはりサイレージが主体になるのでは

ないでしょうか。私は，乾草はコンプリートフィ

ードとは別に考えた方が良いので、はないかと思い

ますが，その点も含めて，今後更に検討して頂き

たいと思います。

座長(高畑) :飼料の問題とも関連しまして，コ

ンプリートフィードの調製機械は，今後どのよう

に考えて行けばよろしいでしょうか。

加藤:やはり，現在のようにミキサーが主体にな

ると思いますが，毎日，給餌分をミキサーで混ぜ

て給与するというのは，やはりかなりの労力を要

しますから，できれば，コンプリートフィード用

の貯蔵システムについても考えて頂きたいと思い

ます。

座長:コンプリートフィードの貯蔵システムとい

う乙とですが，その場合のサイロの位置付けはど

のように考えればよろしいでしょうか。

村井:サイレージを混ぜないということならば，

貯蔵も十分可能だと思います。サイレージと混ぜ

て貯蔵しますと，どうしても 2次発酵等の問題が

絡んできますので難しいと思いますが，予め，サ

イレージ以外のものを混合して貯蔵しておき，給

餌前iζサイレージと混ぜて給与するという方式な

ら，かなりの量のコンプリートフィード用の飼料

の貯蔵が可能だと思います。

佐藤:私も，サイレージと混ぜて貯蔵というのは

難しいと思います。やはり，サイレージは別にサ

イロで貯蔵という乙とになると思います。その場

合，コーンサイレージは今までのように，タワー

サイロ i乙詰めて良いと思いますが，牧草サイレー

ジは，スタックかパンカーサイロで，いつでも取

り出せるようにしておいた方が良いと思います。

今後は，サイロを作る時11':，飼料の給与方式を考

えてから作る必要があると思います。

座長:農家には，すでにコンプリートフィードは

取り入れられてきているようですが，今後，ど乙

までコンプリートフィードを高めて行けば良いも

のでしょうか。また，コンプリートフィードは，

何頭規模から上で行なえば良いものでしょうか。

佐藤:私は，家族 3人で80頭飼養でコンプリート

フィードは導入できると考えています。農家が端

末機を持って，コンピューターの情報システムを

利用することによる牛群管理という乙とでやれば，

乙の規模で十分可能だと思います。

座長:最後に，機械，施設に関連してどなたかお

願し、します。

磯角(磯角農機) :先日， 7メリカで農家を見学

する機会がありまして，アメリカでは肉用牛では

もちろん，乳用牛でもコンプリー卜フィードが中

心になっておりますようで，サイロを中心として，

飼料給与を自動化できるように牛舎を増設，改築

している酪農家もありました。今後，日本でも，

そのような方向で牛舎の整備が進んで行けばと思

っております。

座長:どうもありがとうございました。まだまだ

議論は尽きないと乙ろでしょうが，予定の時間も

過ぎてしまいましたので，今日のシンポジウムは

これで終りにしたいと思います。ただ，コンプリ

ートフィードの検討がこれで終りという乙とでは

ありません。今後とも，皆様で十分に御検討して

いって頂きたいと思います。本日はどうもありが

とうございましたo (拍手)
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第 36回研究会に参加して

昭和59年度の現地研究会は「群管理牛舎を中心

に乳牛管理を考える」をテーマとして， 9月7日

に札幌市で開催された。

昨年の「コンプリートフィード給与システム」

に続き，今回も近頃よく話題にのぼる内容なので，

乳牛にあまり縁のない中小家畜の試験場に勤める

私も弥次馬精神を発揮して，参加させてもらった

次第である。

集合時間の午前9時には 90名を超す参加者が

札幌駅北口に集まり， 2台のパスに分乗して見学

に出かけた。見学施設は以下の通りであるロ

(午前) 伊藤牧場(自然換気フリーストール搾

乳牛舎)

(午後) 北海道農業試験場(現地搾乳施設・群

管理牛舎・簡易実験牛舎・ソーラ保育舎・スラ

リー好気性反応槽)

見学終了後，北農試の会議室で酪農大の西埜先

生を座長とし，検討会がもたれた。短かい時間で

はあったが，活発な討論がなされ，今回と同じテ

ーマで開催される12月のシンポジウムの予告編と

b もいうべき有意義な検討会であったo 午後4時に

札幌駅で一応散会となったが，その後に行われた

懇親会にも多くの参加があったD そして，楽しく

賑やかな宴を以って，日程を無事終了したロ

0伊藤牧場(札幌市北区篠路拓北82-26)

札幌駅を出発した 2台のパスは都市化が進行す

る札幌の郊外を篠路に向って走る。それぞ、れのパ

スの中で，搾乳牛舎を設計され現在も調査を続け

ておられる北大農学部の堂腰先生と干場先生から

伊藤牧場の概要について説明があった。 40分ほど

で到着，さっそく伊藤さんのお話しをうかがし、

秦 寛

(滝川畜産試験場)

見学させてもらう。

伊藤さんは昭和40年に水田と牛4頭で経営を引

き継ぎ，現在は38仰の畑(うち32μは借地)にと

うもろこし 6仰と牧草3μαを栽培し，経産牛63頭

と育成牛67頭を飼育する経営にまで至っている D

しかし，牧場のすぐ近くまで市街地が迫り，従来

のやり方で酪農を続ける乙とがむづかしい状況に

なってきたとしづ。そこで，隣接する道路の拡張

工事のため用地の一部が買収されたのを機会に，

その補償金で昨年8月に搾乳牛舎を新築し，現在

の方式に切替えたそうであるD

乳牛の飼育施設は20基のカーブハッチ， 3基の

スーパーカーフハッチおよび育成牛舎，分娩牛舎，

搾乳牛舎各 1棟から構成されており，それまでい

ろいろな牛を一緒に飼育していたのを改め，牛の

ステージごとに必要な環境を別々な施設で与える

システムにしたという。!カーフハッチの普及が進

み，カーフハッチを出た後の自動、方について関心

が高まっているだけに，ここでのシステムは大い

に参考になると，思った。

新築された搾乳牛舎はカラマツ材を利用したオ

ープンリッジ方式の自然換気フリーストール牛舎

であった。

外壁はカラマツの半割りで仕上げられており，

山小屋風の牛舎である。乙れは近隣の人達に都会

にないものを提供したいとし、う伊藤さんの発案に

よるという o'自然換気牛舎で=は断熱に注意を払わ

ない事例が多いが，乙の牛舎では天井に断熱材を

十分に使い，夏の幅射熱防止だけでなく，冬の換

気量増加もねらった試みがなされていた。

ストーノレはサスペンド型で，牛が立ち上がる際

の事故を防止するため 下に動くように工夫がさ
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れていた。ストール数は64であるが， 80頭まで十

分飼養できるそうでする。ストーノレ部以外はスノ

コ床になっており，糞尿を床下のピットに貯え，

スラリーとしてサブタンクから汲み上げ，圃場に

散布している。将来は悪臭などの公害を防止する

ため，嫌気発酵と好気発酵を組み合せた省エネノレ

ギー的な糞尿処理をする計画で，そのための予備

試験も実施しているとの話しであった。

飼料はコーンサイレージとへイレージを牛舎中

央の細長い飼槽で自由採食させ，濃厚飼料を 3台

のフィードステーションで個体ごとに給与量をコ

ンビューターで管理しながら給与している。乾草

は育成牛と乾乳牛に与え，搾乳牛には食べさせな

いとのとと。現在の平均日乳量は21K~で、あるが，

中には50K~近い乳量の牛もおり，今後は濃厚飼料

も2種にして対応する必要があるという。

ノマーラーは4頭複列のへリングボーン型で，自

動離脱式のミノレカーが使われていた。牛乳にエサ

の壊が混入する乙とを避けるため，パーラー内で

の給餌はしないそうである。また，パーラ一側か

ら牛の居住区へ常時風を送り，汚れた空気がパ F

ラー内に流入じないようにする工夫もされ，衛生

面に注意が払われている口乙の工夫も.1消費者の

すぐそばにある牧場なので，誰れが見に来ても食

糧生産の場である乙とがわかるようにしたい」と

いう伊藤さんの考え方に基づいて，採用されたそ

うであるo

乙のように群管理システムを導入している乙と

と都市生活者(=消費者)に対する配慮がなされ

ている乙とがこの牛舎の特徴と思われた。

群管理システムを採用じて約一年を経過した伊

藤さんの感想を総合すると，スノコ床のため肢蹄

の弱い牛で故障がでる問題はあるが，今まで人が

やっていた乙とを牛にやらせるシステムなので作

業が楽になり，牛舎環境や牛の個体管理を適切に

できるので乳量，乳成分，疾病の面で向よがあっ

たなどメリットが大きいという乙とであった。

牛舎の新築とそれに付随した工事の総額は 1億

3，000万円とかなり高いものになっている。その

中には，市街地でまわりの人達に受け入れられる

ような酪農をするための経費も含まれているとい

う。そのため，現在の搾乳頭数 (55頭)では赤字

となり，常時70"-'80頭の搾乳牛がいないと採算が

とれないそうである。また，牧草地の多くを水回

転作地の借用で賄っているため，将来も必要な面

積を確保できるかという心配もある D

しかし，伊藤牧場の入口にはCITY S 1 DE 

FARMと書かれた看板が掲げられており，都市

近郊での酪農にあくまで挑戦しようとする気概が

感じられた。

写真 1 伊藤牧場:自然換気フリーストール搾執牛舎
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0北海道農業試験場(札幌市豊平区羊ケ丘 1番地)

午後から北農試の場内をパスで廻り， 2時間程

かけて 5つの施設を見学した。

く現地搾乳施設・群管理牛舎>

まず，家畜第 3研究室の柏木室長と工藤主任研

究員の案内で，放牧試験地にある現地搾乳施設を

車中から見学した。建物は簡易なプレハブ造りで，

約70万円でできたそうである。建物の中には複列

のアブレスト型パーラーがあり， 8頭の搾乳を40

分でお乙なうという。この施設は放牧試験中の牛

の搾乳を現地でするためのものであるが，頭数規

模があまり大きくない経営で廉価なパーラーをつ

くりたいという場合に参考になると，思った。

(写真 2)

パスは放牧地を抜けて，牛舎地区へ向う。そ乙

には古い牛舎と並んで，昨年完成したばかりの群

管理牛舎と簡易実験牛舎が建っていた。人数が多

いので2班に分れて交代で見学することになり，

私たちの班は群管理牛舎から先にみせてもらう。

群管理牛舎では日常管理をされておられる山本

さんと植松さんに案内していただく。この牛舎は，

40頭の牛を群飼育しながら飼料の給与量など栄養

管理を 1頭ごとにできる特徴をもち，牛群管理の

技術体系を研究するための設備が備えられている

との乙とである。

b 牛の首には 1頭づつ発信器が付けられており，

コンビューターによってその信号を識別し，個体

ごとに飼料の給与量を調節するシステムがとられ

ていた。濃厚飼料は 2台の濃厚飼料給餌装置(ス

トーノレフィダ一)で給与され，牛が給餌装置に首

を入れてエサを要求すると，牛ごとに割り当てた

日量まで放出される。このストールフィーダは 1

台で20""-'25頭まで共同利用させる乙とができるそ

うであるo また，サイレージあるいはサイレージ

.乾草・濃厚飼料などを混合した飼料は個体識別

給餌装置(ドアフィーダ)で給与される。(写真3)

ドアフィーダーは l頭ごとの飼槽が40頭分用意さ

れており，乙の飼槽に 1頭分の飼料がべ、ルトコン

ベア装置で配送され，飼槽のドアがそれぞれ対応

する識別番号を持った牛にだけ開くようになっτ

いる D これによって，残飼のでやすい粗飼料の摂

取量も調べられるそうである。屋外のパドックに

も給餌場とパンカーサイロがあり，乾草とサイレ

ージを自由採食させる乙ともできるようになって

い?こ一口

搾乳は 3頭複列のタンデム型パーラーでお乙な

われ，乳量の計量，記録，試料採取は自動化され，

測定室のコンピューターと直結している。パーラ

ーの出口にはロードセノレ式の牛衡器があり，そこ

を通る牛の体重もコンビューターに入力されるそ

うである。

乙のように主要な項目の測定と記録がコンビュ

ーターを利用して自動化され，少ない人員で多様

な試験内容に対応できるように設計されているこ

とに感心した。

また，この牛舎では屋根に50棚，上壁に25棚，

腰壁に4Om.mの断熱材を使用し，冬季は強性換気を，

夏季は自然換気をおこなっているという。糞尿に

ついては，糞をノマーンスクレーノマーとノてーンクリ

ナーで舎外の堆肥場へ運び，分離した尿は堆肥場

地下の尿溜槽に貯えられるようになっているo 必

要に応じてスラリ←として処理することもでき，

夏季はスラリ一生産，冬季は堆肥生産をしている

とのことであった。

午前中に見学した伊藤牧場のように農家段階で

も群管理システムを導入する経営がでてきている

中で，北農試が乙のような試験牛舎を持って研究

を進めている乙とは頼もしいかぎりであるo たち

まち予定の見学時間が過ぎ，別の班と交代し，簡

易実験牛舎へ移動した。

く簡易実験牛舎>

乙こでは家畜第 2研究室の四十万谷主任研究員

「
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と機械化第 3研究室の片山主任研究員から実験

牛舎の概要と試験の内容について説明を受けた。

乙の牛舎の特徴は，自然換気方式と断熱強制換気

方式という異なった構造と換気方法を持つ 2つの

試験室があり，全く同じ気象条件下で比較試験が

できることにあるという。現在，換気方法が舎内

環境と乳牛の生産性に及ぼす影響について，家畜

と工学の両面から試験をお乙なっているそうであ

るD

建物は一部軽量鉄骨を使った木造で，外壁には

ベニヤがむき出しで使われていた。乙れは外見よ

りも機能を重視し，試験の必要に応じて改造しや

すいようにしているためとの乙とであるD 牛乳処

理室と観測室を中央にはさんで自然換気室と断熱

強制換気室が配置され，それぞれ10頭の搾乳牛を

スタンチョン方式で飼養できるようになっていた。

断熱強制換気室は舎内温度を良好に維持するこ

とを目的に設計されており，壁に75棚，天井に 100

棚の断熱材を用い，効果的な断熱をおこなうため

無窓にしたという。換気は，天井と壁の接合部に

細長い連続した入気口があり，そ乙から舎内に空

気を取り入れ，片側の壁に設けられた 3台の換気

扇で排気するようになっている。人気口の分散板

を調節する乙とにより，夏季は外気を直接牛に吹

き付け，冬季は低温の外気を天井面に吹き付け牛

に当てないようにする工夫がされている。換気扇

は必要最少限の換気のための連続換気扇と舎内温

度に応じて作動する換気扇の 2種類が配置されて

し、る。乙のような断熱と換気により，冬季でも舎

内温度を10'C，炭酸ガス、濃度を 1500ppm前後に

維持できるそうであるo

一方，自然換気室は伊藤牧場の搾乳牛舎と同じ

じ換気方式であり，両壁に入気風量と風向を調節

できる入気窓が，棟に連続的に関口した排気口が

設けられていた。棟の開口部の下方には雨樋がつ

くられており，吹き込んだ雨水で床が濡れないよ

うに工夫がされていた。この自然換気室は舎内を

常に新鮮な空気環境に維持する乙とを目的に設計

されており，冬季でも15"'30回/時の換気がされ，

舎内の空気環境は外気とほとんど変らないそうで

ある。反面，舎内温度は外気温よりやや高い程度

まで低下するとの乙と。しかし，厳寒期の試験で

も舎内温度が一 5'C以下にはならず，乳量の低下

は認められなかったという。ただ，外気温がもっ

と低下する地域で乙のような方式を採用した場合

の乳牛の生産性への影響については，今後，検討

しなければならないとの話しであった。

頭数規模が大きくなるにつれて，牛舎環境はま

すます重要な問題になってきているが，実際の牛

舎で牛に与えなければならない最低限の環境条件

あるいはその環境条件を満すための具体的な方法

については，未だ解決すべき問題が多く残されて

いる。この簡易実験牛舎では，そうした問題を実

用規模で具体的に検討しようとしており， しかも，

家畜の研究者と工学の研究者が協力して仕事を進

めている乙とに感銘を受けた。(写真 4，5)

くソーラ保育舎・高温度用スラリー好気反応槽>

牛舎地区での見学を終え，パスでソーラ保育舎

とスラリー好気反応槽の見学に向う。乙の 2つの

施設については機械化第 3研究室の竹園室長と小

綿研究員から説明があった。

ソーラ保育舎については車中からの見学であっ

た。この施設は太陽熱を建物自体とコレクターの

両方で集める効率的なソーラーシステムで，冬季

でも太陽熱だけを熱源として舎内温度を10'"13
0

C 

に維持する乙とができるという。当面は寒冷に弱

い子豚の保育舎としての利用を考えており，コレ

クターによる蓄温水を子豚の日甫育箱に利用し局所

暖房したところ，赤外線ランプを利用するものよ

り 25"-'30~ぢのエネノレギーの節約になることがわか

ったそうである。

庁舎前でパスを降り，高温度用スラリー好気反

応槽をみせてもらう。乙の装置はスラリーを好気
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発酵させ，高温度の温水を得ると同時に，スラリ

ーの欠点である悪臭，腐熟化の困難さなどの問題

を解決しようとするものであるという。冬季でも

スラリーの連続入れ替えによって湯槽の温度を50

""65'Cに維持し， 40'Cの温水を 1日約 800L.得る

乙とができるそうである。(写真 6)

太陽熱や糞尿の発酵熱の利用は北海道のような

寒冷地ではむづかしいのではないかとし、う先入観

念を持っていたが，乙れらの施設・装置をみせて

もらい，その可能性が十分あるととが認識できた。

将来，乙うした技術が畜舎施設に導入される乙と

が望まれるが，そのためには建設コストをいかに

安くできるかが重要となろう。

今回の見学を通じて，今後進展するであろう群

管理システムの原型がおぼろ気ながら理解できたよう

な気がした。乙うじたシステムを完成するととに

より，個体の能力を十分に引き出しながら管理を

省力化することが可能になると思われた。しかし

同時に，高い設備投資を必要とするシステムでも

あると思われ，その採用条件については慎重に検

討される必要があろう。また，圧倒的に多くの牛

舎がスタンチョンによるつなぎ方式であることか

ら，つなぎ方式をベースに置いた発展方向も併せ

て検討される乙とを望みたい。

写真2 現地搾乳施設(北農試)

写真3 群管理牛舎のドアフィーダー(北農試)
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写真4 簡易実験牛舎の断熱強制換気試験室(北農試)

写真5 簡易実験牛舎の自然換気試験室(北農試)

写真6 スラリー好気性反応槽(北農試)
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研究会記事

庶務報告

① 昭和58年度シンポジウム

昭和58年12月7日附，側ムトウ会議室において

「コンプリートフィード給与システム」をテーマ

に開催された。西埜進氏(酪農大)，佐藤正三氏

(北見農試)，村井信仁氏(十勝農試)より話題

提供の後，活発な討議が行われた。シンポジウム

参加者は約 130名であった。シンポジウム終了後，

約40名が参加して懇親会がもたれた。

② 昭和58年度第2回評議員会および臨時総会

シンポジウム開催にあわせて，評議員会および

臨時総会が行われ，次期役員(任期:昭和59年 4

月 ~61年 3 月)を別紙の通り選出した。

③ 昭和59年度第 l回評議員会

昭和59年 6月14日附，札幌テレビ塔会議室にお

いて会長以下18名が参加して行われ，会務報告，

昭和59年度事業計画，予算等が審議された。

④ 昭和59年度現地研究会

2 会 計報告

昭和59年 9月 7日働，札幌において， r群管理

牛舎を中心に乳牛管理を考える」をテーマに約90

名が参加して行われた。見学先は，札幌市篠路伊

藤牧場および北海道農業試験場(群管理試験牛舎，

簡易換気実験牛舎その他)で，北農試でのミニシ

ンポジウムもふくめ，活発な論議，検討が行われ

た。現地研究会終了後，約50名が参加して懇親会

がもたれた。

⑤ 昭和59年度総会

現地研究会にあわせて，北農試会議室において

総会が開催され，会務報告，昭和59年度事業計画

および予算が承認された。また人事異動等iととも

なう 1部評議員の変更，追加も承認された白

⑤ 会員の現況

昭和59年11月 1日現在

名誉会員 2名

正会員

賛助会員

361名

3 1団体

昭和 58年度 決算報告

(58. 4. 1 '"" 59. 3.31 ) 

(一般会計) 北海道家畜管理研究会

収 入 円 支 出 (円

項 目 予 算 決 算 増減ム 項 目 予 算 決 算 増減ム

前年度繰越 金 50.092 50.092 。18号会報発行費 550，000 505.530 ム 44，470

個人会費 600.000 588，000 ム 12，000 通 費 45，000 38.280 ム 6，720 

賛助会費 330.000 320，000 ム 10，000 現地研究会費 120，000 40. 940 ム 79.060

会報売上 15.000 37.000 22，000 シンポジュウム費 150.000 79，080 ム 70，920

l預 金利息 10.000 11，158 1，158 ρ:z:>: 、 議 費 30.000 48，720 18， 720 

旅 費 50，000 30.000 ム 20，000

謝 金 30，000 4.000 ム 26，000

事 務 費 15，000 3.530 ム 11.470 

予 備 費 15.092 。ム 15.092

言十 1，005.092 1，006，250 1，158 言十 1，005，092 750，080 ム255.012

次年度繰越金=1，006，250 - 750，080 =256，170 

-69-



(特別会計〉

収

前年度繰越金
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δ

支 出 当
次年度繰越金 300，000円

監査報告

昭和58年度の会計監査の結果，間違いないことを認めます。

昭和59年6月11日

平 賀 RP 稔 @ 

松 村 宏 @ 

昭和 59年度 予 算

(59. 4. 1 '" 60. 3.31 ) 

北海道家畜管理研究会

収 入 (円〕 支 出 (円〕

前年度繰 越金 256. 170 19号会報発行費 550， 000 

個 人 ρ::z:;ζ 、 費 600， 000 通 費 45， 000 

賛 助 ムZ玉 費 310， 000 現地研究会費 200， 000 

ρZ玄、 報 7τ土Er 上 15， 000 シンポジュウム費 160， 000 

預 金 利 ，息 10. 000 ムヨ三 議 費 60， 000 

旅 費 80. 000 

謝 金 30. 000 

事 務 費 30， 000 

予 備 費 36. 170 

言十 1. 191. 170 言十 1. 191. 170 
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北海道家畜管理研究会

役員名簿

棚珂柿鮮明、昭和町牢3丹つ C~1J . q ~t;~J..- ) 

氏 名 所 属 氏 名 所 属

顧 問 武田 明 北海道農業機械工業会

三田村健太郎 東中政明 北海道農電協議会

常/松 栄 小要稔 ホクレン施設資材部

，横山偉和夫 伝言妥毒空¥明 /1 畜産生産部

佐 藤 存 北農中央会

~ミ 長 及川 寛 雪印種苗

池内義則 北大農学部 八戸芳夫 北大農学部

堂腰 純 向上

副 会長 南部 '悟 向上

朝日田康司 北大農学部 上山 英一 向上

西埜 進 酪農学園大学 佐藤 博 北大獣医学部

鈴木省三 帯広畜大

評 議員 高畑英彦 向上

針生程吉 北農試畜産部 岡村俊民 北海道拓殖大学

松山竜男 H 農業物理部 二股正年 酪農学園大学

鳶野 保

道道立立向F時新d嘆得p農上畜試開試重発部掛'ノ野是主主、

田中貞美 専修大北海道短大

斉 藤 亘

噺炉市T 立量R 正 Z長E与 監事

平賀即稔

奥村純一 H 滝川畜試 松 村 宏

田辺安一 H 根釧農試

‘南一一一位J佐ート夫d~農試ー 幹 事

今岡久人 北海道専門技術員 (総務)小竹森訓央 北大農学部

吉田信威 北海道開発局 (庶務)大久保正彦 向上

同被辺一郎 農用地開発公団

((編会計集)γ地、松伊藤田一伸和従彦三、守
向上

山本孝二 北海道農業開発公社 向上

険口守ゴと海道畜産会一ー守二/ 突

西 勲 向 上

渡辺 覧 同 上

小名輝志 北海道酪農協会

入沢充穂 北海道肉用牛協会

越智勝利 北海道家畜改良事業団

。
。
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ム、
~ 員 名 簿

(昭和59年11月 1日現在)

名誉会員

氏名

虞瀬可恒

吉田富穂

住 所

札幌市中央区北3条西13丁目 チュリス北3条 702号

札幌市中央区宮の森 l条10丁目 3の10

正 A 
Zま 員
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U

進

博

実

男

達
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達

達

達

部

A
 

(

安

安

安

阿

虻田郡倶知安町旭

帯広市東 3条南 3丁目十勝合同庁舎内 十勝中部地区農業改良普及所

札幌市北区北7条西 6丁目 北海道農材工業開

中川郡本別町西仙美里25-1 農業大学校

阿部 督 1052 伊達市末永町 9 有珠地区農業改良普及所

相田隆男 1069-131夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場

秋田三郎 1069-141夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗鞠

阿部 登 1069-131夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場

天野憲典 I765 香川県善通寺市生野町 2575 四国農業試験場

浅川英夫 1070 旭川市 6条 9丁目旭川市役所

浅原敬二 1070 旭川市 6条10丁目上川支庁農務課

浅野昭三 1061-011札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

浅野正昭 1085 釧|路市黒金町12-10 北農中央会釧路支所

朝日田 康司 I060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

荒井輝男 1099-141常呂郡訓子府町駒里 184 ホクレン畜産研修牧場

荒川祐一 1078一→14引|上川郡愛別町本町愛別町役場上

安宅一夫 I0ω69ト一O引1I江別市西野幌 5回82 酪農学園大学

安藤道雄 I097 稚内市こまどり 2 宗谷北部地区農業改良普及所稚内駐在所

我妻幸雄 1305 茨城県稲敷郡茎崎町池台農林水産省畜産試験場

(B) 

坂東 健 1086-111標津郡中標津町道立根釧農業試験場

(C) 

知念悌郎 I348 埼玉県羽生市西 2丁目21番10号金子農機開

(D) 

出村忠章 I082 河西郡芽室町東2条2丁目十勝中部地区農業改良普及所芽室町駐在所

。ム
ウ

i



氏 名 郵便番号 住 所

堂腰 純 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

土井儀男 060 札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

土井 裕 086-16 標津郡標津町川北標津町農協

(E) 

榎本博司 049-43 瀬棚郡今金町字今金 桧山北部地区農業改良普及所今金町駐在所

(F) 

深瀬公悦 086-63 野付郡別海町中西別 192 雪印種田掬別海工場

古川 修 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗附

古郡 l'止[::) 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試試場畜産部

古谷 将 079-01 美唄市美唄 1610-10専修大学北海道短大

古屋将邦 076 富良野市新富町 3-1 富良野地区農業改良普及所

藤本義範 092 網走郡美幌町稲美 150の6 斜網西部地区農業改良普及所

藤本秀明 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗鞠

藤岡澄行 330 大宮市日進町 1-40-2 農業機械化研究所

藤田 裕 080 帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

藤田昭二 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

藤田 保 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

福士郁夫 010 秋田市手形住吉町 3.:...2-205 

福森 功 330 埼玉県大宮市日進町 1丁目40-2 農業機械化研究所

福田正信 060 札幌市中央区北 2条西19丁目 札幌開発建設部農業調査課

福谷和弘 069-14 夕張郡長沼町幌内

船本末雄 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

(G) 

郷司昭夫 090 北見市青葉町15 北見地区農業改良普及所

(H) 

八戸芳夫 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

橋立賢二 郎 086-11 標津郡中標津町桜ケ丘 道立根釧農業試験場

橋本孝信 098-52 枝幸郡歌登町上幌別 宗谷南部地区農業改良普及所歌登町駐在所

橋爪徳三 890 鹿児島市千年 2-36-18 

端 俊 一 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

秦 寛 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

花田正明 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

早川勝壱 054 勇払郡鵡川町文京町 1-11 東胆振地区農業改良普及所

芳賀六男 593 大阪府堺市鶴田町 4-29 

芳賀 浩 065 札幌市東区北6条東 7丁目 ホクt レン農業総合研究所

原 幸男 079-04 滝川市江部乙町東11丁目 5-3 空知東部地区農業改良普及所
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氏 名 郵便番号 住 所

原田 要 086-02 野付郡別海町別海新栄町 南根室地区農業改良普及所

針生程吉 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

左 久 080 帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

秀 和利 086-11 標津郡中標津町東5条北3 北根室地区農業改良普及所

平賀即稔 062 札幌市豊平区東月寒 2-18-7-67 

平沢一志 061-11 札幌郡広島町高台町 4-7-5

平山秀介 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

樋元淳一 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

東 洋生 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

堀口郁夫 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

干場秀雄 080 帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

干場信司 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

本江昭夫 080 帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

本庄哲二 060 札幌市中央区北3条西 7丁目酪農センター内 酪農総合研究所

( 1 ) 

伊東季春 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

伊藤道秋 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

伊藤和彦 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

石川順子 419-01 静岡県田方郡函南町丹那 164

池田 動 098-33 天塩郡天塩町川口 1465 北留萌地区農業改良普及所

池内義則 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学桝

池浦靖夫 969-02 福島県西白河郡矢吹町文京町 5 全酪連技術研究所付属開発センタ一

池滝 孝 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学附属農場

石川一男 061-01 札幌市豊平区里塚 278 日熊工機杉村

石脇征次郎 085-11 阿寒郡鶴居村幌呂

石田朝弘 029-45 岩手県胆沢郡金ケ崎町西根字荒巻 6-10 

五十嵐義任 055 沙流郡門別町富川町76-1 北海道門別軽種馬トレーニングセンター

井谷定幸 098-16 紋別郡興部町興部町役場

井上勝秀 078-02 旭川市永山 1条21丁目 旭川開発建設部土地改良課

井原澄男 089-36 中川郡本別町西仙美利25-1 農業大学校

井芹靖彦 089-43 足寄郡陸別町東 1条役場内寸務東北部地区農業改良普即日朝町張所

市川 舜 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

市丸弘幸 093 網走市北7条西 3丁目 網走支庁斜網中部地区農業改良普及所

稲継新太郎 060 札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

猪野毛 好 054 勇払郡鵡川町鵡川 513 東胆振地区農業改良普及所

入沢充穂 001 札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道肉用牛協会
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氏 名 郵便番号 住 所

岩井敏秋 095 士別市東 9条 6丁目 士別地区農業改良普及所

板岡照夫 099-41 斜里郡斜里町滝町11番地

今岡久人 060 札幌市中央区北3条西 6丁目 北海道改良課

和泉康史 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

(K) 

神谷康雄 960 福島市中町6-31福島県農業共済会館農用地開発公宣阿到現八溝事務庁

門脇 博 06'3 札幌市西区八軒4条 3丁目83 開発農機開

上出 純 069ー13 夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場畜産部

亀岡敏彦 085 釧路市幣舞町 4-11 北海道開発局釧路開発建設部

龍田勝基 060 札幌市北区北18条西9丁目 北大獣医学部

海江田尚信 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホタレン畜産事業本部

椛沢二次 049-11 上磯郡知内町森越48-'196 渡島南部地区農業改良普及所

影浦隆一 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苦闘

糟谷 泰 078-02 旭川市永山 6条18丁目 道立上川農業試験場

河田 隆 089-36 中川郡本別町西仙美利25-1 農業大学校

加藤孝光 049-25 山越郡八雲町立岩 182 プリムローズ牧場

加藤昭一 063 札幌市西区手稲東 3北 3-1 北海道クボタトラクタ販指槻

金川博光 080 帯広市西4条南 8丁目 帯広開発建設部農用地開発課

金川直人 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場

柏木 甲 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

柏村文郎 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

帰山幸夫 694 島根県大田市川合町吉永 中国農業試験場

川上克己 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

川島洋 = 061-13 恵庭市西島松 120-13 石狩南部地区農業改良普及所

川原敬治 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

川村周二 060 札幌市中央区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

河崎 嵩 086-02 野付郡別海町別海406-95 

河内 清 001 札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

釜谷重孝 084 釧路市大楽毛 127 釧路中部地区農業改良普及所

木村繁美 054 勇払郡鵡川町鵡川 513 東胆振地区農業改良普及所

木村俊範 020 盛岡市上田 3了目18'-8 岩手大農学部農業機械学科

菊地富治 048-16 虻田郡真狩村光39 南羊蹄地区農業改良普及所

木下善之 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場畜産部

桐山優光 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15号 道立中央農業試験場農業機械部

北村方男 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

小竹森訓央 060 札幌市北区北 9条西 9T目 北大農学部酪農科学研究施設
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氏 名 郵便番号 住 所

小林久男 060 札幌市中央区北2条西 3丁目 札幌ビ、ル北斗工販鮒

小林亮英 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

小林道臣 092 網走郡美幌町美幌町役場

久保成祥 099-14 常呂郡訓子府町駒里 184 ホクレン畜産研修牧場

小崎正勝 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

小関忠雄 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

小綿寿志 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場農業物理部

朽木太一 009-04 滝川市江部乙町東11丁目 5-3 空知東部地区農業改良普及所

熊瀬 占望1丸. 080 帯広市稲田町帯広畜産大学酪農学科

黒沢弘道 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

黒沢敬三 066 千歳市新川 836-3 黒沢酪農園

黒沢不二男 069-13 夕張郡長沼町東 6線北15号 道立中央農業試験場

近藤知彦 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

近藤久和 060 札幌市中央区北4条西 6T.目F 北4条ピル北海道開発コンサノレ
タント側農業開発部

近藤誠司 060 札幌市北区北9条西 9丁 北大農学部

工藤吉夫 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

(L) 

塁。 建新 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

(M) 

牧 野清一 087 根室市光和町 9 農協内 南根室地区農業改良普及所根室駐在所

前川孝昭 300-31 茨城県新治郡桜村天王台 1-1-1 筑波大学農林工学系

前田善夫 073 滝川市東滝)11 道立滝川畜産試験場

松明繁夫 078-02 旭川市永山 6条18丁目 道立上川農業試験場

松居勝広 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松田従三 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松田俊幸 068 岩見沢市並木町22 空知中央地区農業改良普及所

松田清明 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

松見高俊 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松 村 宏 061-11 札幌郡広島町里美町 1-10-12 

松岡 栄 080 帯広市稲田町帯広畜産大学酪農学科

松井武志 085-11 阿寒郡鶴居村幌目 幌呂農業協同組合

松本昭雄 068-01 空知郡栗沢町北本町 118

松本達夫 060 札幌市中央区北2条西19丁目 札幌開発総合庁舎片樹1北海道開発協会

松沢祐一 046 余市郡余市町浜中 178 北後志農業改良普及所

松山秀和 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

松原 守 061-:-11 札幌郡広島町新富町東 1丁目 8-16 
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河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場物理部

上川郡新得町道立新得畜産試験場

沙流郡平取町本町 107-2 日高西部地区農業改良普及所

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場

札幌市西区発寒 3条 3丁目

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

恵庭市西島松 120 石狩南部地区農業改良普及所

札幌郡広島町字西の里 565-166 

一浦俊一 I099-04 I紋別郡遠軽町大通北 1丁目 東紋西部地区農業改良普及所

一富繁夫 I085 I釧路市黒金町12丁目10番地釧路農業協同組合連合会内

溝井 茂 I089-11 I帯広市川西町基線 59-6 十勝家畜保健衛生所

光本孝次 I080 I帯広市稲田町帯広畜産大学家畜生産科学科

南 松雄 I098-57 I枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場

宮本啓二 I080 I帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

宮沢香春 I061-01 I札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場草地開発第一部

宮沢典義 I103 I東京都中央区八丁堀 1-11-5 奥山ヒソレ 日熊工機械

宮下昭光 I061-01 I札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場

宮下道男 I089-36 I中川郡本別町西仙美里25ー1 農業大学校

向 弘 行 I069-14 I夕張郡長沼町幌内

桃 野作次郎 I061-22 I札幌市南区藤野 3-23 

桃野 寛 I069-13 I夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場農業機械部

森糸繁太郎 I049-56 I虻田郡虻田町入江公宅10号

森田 茂 I060. I札幌市北区北9条西 9丁目北大農学部畜産学科

森脇芳男 I095-56 I紋別郡滝上町滝上町役場内西紋東部地区農業改良普及所滝上町
I I 駐在所

棟方惇也 I001 I札幌市北区北7条西2丁目8 北ヒツレ8階北海道チクレン農協
.:甫ム、ρ、

村井信仁 I082 I河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場 一口E

村田正則 I098-57 I枝幸郡浜頓別町浜頓別農協畜産センター

諸岡敏生 I060 I札幌市北区北9条西 9丁目北大農学部畜産学科

門前道彦 I001 I札幌市北区北15条西 5丁目北海道ホルスタイン農協

(N) 

中内康幸 I095-56 I紋別郡滝上町栄町滝上町農協

中村克己 I098-57 I枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場

中川忠昭 I088-23 I川上郡標茶町上多和 120-1 標茶町営多和育成牧場

中本憲治 I062 I札幌市豊平区月寒東4条 9丁目 北海道開発コンサノレタント納
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氏 名 垂限番号 住 所

中山利美 069-14 夕張郡長沼町幌内 1066 雪印種苗側

名久井 d申山、 020-01 盛岡市下厨川赤平4 東北農業試験場草地部

長野 宏 090 北見市青葉町15 北見地区農業改良普及所

長 沢 滋 089-24 広尾郡広尾町豊似市街十勝南部地区農業改良普及所広尾町駐在所

南部 a悟 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

楢崎 昇 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西 勲 001 札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

西部慎三 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場

西本義典 085 釧路市黒金町12丁目10 北農中央会釧路支所

西埜 進 069-01 江別市西野幌 582 酪農学園大学

新名正勝 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

新山雅実 060 札幌市北区北18条西 9丁目 北海道大学獣医学部

西野広幸 070 旭川市8条12丁目 旭川開発建設部農用地開発課

西塚直久 099-65 紋別郡上湧別町 東紋東部地区農業改良普及所上湧別町駐在所

野田哲治 088-14 厚岸郡浜中町茶内 浜中農協

野村 喬 065 札幌市西区発寒 1143-137 日本キリスト教団

野 村 貞 061-02 石狩郡当別町材木沢石狩北部地区農業改良普及所

納田噴裕 089-56 十勝郡浦幌町新町 十勝東部地区農業改良普及所浦幌町駐在所

(0) 

岡 一義 086-02 野付郡別海町別海新栄町 4 南根室地区農業改良普及所

岡崎友太郎 098-16 紋別郡興部町 518 興部町農協

岡村俊民 065 札幌市東区北22条東 7丁目

岡本明治 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学草地生態学教室

岡本全弘 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

岡本喜代治 086-16 標津郡標津町川北標津町農協

岡野和夫 060 札幌市中央区北 2条西 3丁目 札幌芙蓉ビ〉レ農用地開発公団

奥村隆雄 135 東京都江東区東雲 1-9 -31 三菱製鋼附機械事業部

奥村純一 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

及川 寛 062 札幌市豊平区美園 2-1 雪印種苗附

大淵隆史 001 札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

大橋 ，申e.、 078-25 雨竜郡北竜町 北竜町農協雨竜西部地区農業改良普及所北竜町駐在所

大橋和政 092 網走郡美幌町役場

大町一郎 080-24 帯広市西19条南 3丁目 48-4

太田三郎 080 帯広市稲田町帯広畜産大学附属農場

大西吉久 344 春日部市中央 5-3ー7 コーポ春日部B-402

大久保正彦 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

円。
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氏 名|郵便番号

大久 保 義幸 I098-33 

大浦義教 I060 

大谷 滋 I.50ト 11

大森昭治 I081 

大森昭一朗 I329-27 

大根田 蓑 I060 

大杉武久 I437 

小野瀬 勇 I086-02 

小野寺靖彦 I052 

小野地一樹 I001 

小JlI 博 I078-26 

小名輝志 I060 

小倉紀美 I098-57 

小沢栄一 I060 

近江谷和彦 I060 

(S) 

佐野信一 I081 

匂坂昭吾 I073 

沢口則昭 I060 

斎藤 J 亘 I069-13 

斎藤 斉 I088-23 

斎藤利雄 I076 

酒井義広 I099-21 

酒井富吉 1099:"'23 

佐原浩二 1591 

佐藤良明 1060 

佐藤 ;博 1.060

佐藤 博 I061-01 

佐藤繁雄 I088-23 

佐藤 静 I089-24 

佐藤 存 I060 

佐藤 実 I049~31 

佐藤 悟 I086-02 

佐藤拓次郎 I079-01 

佐藤正三 1099-14 

曽根章夫 I081 

住 所

天塩郡天塩町川口 1465 北留萌地区農業改良普及所

札幌市中央区北3条西 7丁目 酪農センター内北海道生乳検査協会

岐阜県岐阜市柳戸 1-J 岐車大学農学部

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

栃木県那須郡西那須野町 768 草地試験場

札幌市中央区北3条西 3丁目 富士ビノレ 5F 久保田鉄工鮒

静岡県袋井市山名町 4-1 静岡製欄増

野付郡別海町別海新栄町4 南根室地区農業改良普及閉

伊達市末永町 9 有珠地区農業改良普及所

札幌市北区北10条西4丁目 畜産会館北海道畜産会

雨竜郡雨竜町 雨竜農協内 雨竜西部地区農業改良普及所雨竜町周1fj斤

札幌市中央区北3条西 7丁目 酪農センター内北海道酪農協会

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

札幌市中央区北3条西4丁目 北海道開発局農業調査課

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種前課

夕張郡長沼町東 6線北15号 道立中央農業試験場農業機械部

川上郡標茶町川上町 釧路北部地区農業改良普及所 t

富良野市新富町 3-1 富良野地区農業改良普及所

常呂郡端野町字端野端野農協

網走郡女満別町湖南 129 網走特産種苗センター

堺市北条町 2丁目 436-19 

札幌市中央区北4条西6T目北4条ヒツレ北海道開発コンサルタンド納
農業開発部

札幌市北区北18条西9丁目 北大獣医学部

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

l 川上郡標茶町字川上町 釧路北部地区農業改良普及所

広尾郡広尾町 75豊似市街広尾町農業協同組合

札幌市中央区北4条西 1T目 共済ビノレ北農中央会

山越郡八雲町相生町 100- 渡島北部地区農業改良普及所

野付郡別海町別海新栄町 南根室地区農業改良普及所

美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

常日郡訓子府町弥生52 北見農業試験場

上川郡新得町道立新得畜産試験場
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氏 名 郵便番号 住 所

曽山茂夫 098-22 中川郡美深町字敷島 121 上川北部地区農業改良普及所

笹島克己 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

杉山英夫 001 札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

杉原敏弘 061-01 札幌市豊平区羊ケ笹 北海道農業試験場畜産部

杉本亘之 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

住吉正次 098-57 枝幸郡浜頓別町緑ケ丘道立天北農業試験場

首藤新一 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

鈴 木 省= 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学家畜生産科学科

須藤純一 001 札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

佐々木忠一 034 青森市十和田市沢の里 1-259 佐々木農機附

佐々木久仁雄 060 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン技術普及課

寒河江洋一郎 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

背戸 惜 094 紋別市幸町 6丁目 網走支庁西紋東部地区農業改良普及所

赤城望也 060， 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン種苗課

白波瀬幸男 099-31 網走市字北浜 214

四十万谷吉郎 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

進藤重信 063 札幌市西区平和 2条10丁目 1-7 

島田実幸 086-11 標津郡中標津町道立根釧農業試験場

清水良彦 081 上川郡新得町道立新得畜産試験場

清水慎一 060 札幌市中央区北 1条西 2丁目 札幌市役所農務部農産課畜産係

新出陽三 080 帯広市稲田町帯広畜産大学

新得畜試図書室 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

T) 

玉城勝彦 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

玉木哲夫 082 河西郡芽室町新生道立十勝農業試験場

多国重雄 059-22 沙流郡門別町清畠 157 谷川畜産門別事業所

立花一雄 034 青森県十和田市三本木字前谷地 149-2 北里大学獣医畜産学部

田中正俊 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

田中 慧 099-14 常呂郡訓子府町駒里 184 ホクレン畜産研修牧場

田中貞美 079-01 美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短大

田中義春 086-02 野畑R別海町別海新栄町 4 南根室地区農業改良普及所

高井宗宏 060 札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部農業工業科

高木亮司 056'-01 静内郡静内町御園 北大農学部附属牧場

高橋俊行 069-01 江別市大麻東町22-17

高橋 貢 089-36 中川郡本別町西仙美里 道立農業大学校

高橋潤一 080 帯広市稲田町帯広畜産大学
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高

高

滝

建

武

所住

札幌市北区北10条西 5丁目 北大環境科学研究科

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

士別市多寄町31-2 東多寄酪農生産組合

帯広市稲田町帯広畜産大学農業工学科

札幌市北区北7条西 2丁目 テーエムビノレ金子農機開札幌事務所

福井県坂井郡三国町平山 福井県畜産試験場

上川郡清水町基線50番地

伊達市末永町 9 有珠地区農業改良普及所

標津郡中標津町東6条南 1丁目 根室生産連

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

茨城県筑波農林研究団地局内 私書箱 5号

帯広市西18条北 1丁目22-36

武田 明 1060 1札幌市中央区北3条西 2丁目富山会館北海道農業機械工業会

竹園 尊 1061-01:1札幌市豊平区羊ケ丘北海道農業試験場物理部

丹代建男 1001 

谷口隆一 1065 

田辺安一 1086-11 

寺島一正 I094 

寺谷敬之 1086-02 

手島正浩 I060 

鳶野 保 I06ト 01

所 和暢 I081 

泊川 宏 1065 

豊川好司 1036 

坪松戒三 1036 

土谷紀明 1080-24 

土 谷 馨 I069.:...03 

堤 義雄 1720

常松 哲 I079-01 

(U) 

上田義彦 1060 

上山英一 I060 

札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

札幌市東区伏古12条 3丁目 4番 8号

標津郡中標津町道立根釧農業試験場

紋別市幸町 6丁目 西紋東部地区農業改良普及所

野付郡別海町別海新栄町 南根室地区農業改良普及所

札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター内酪農総合研究所

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

札幌市東区北19条東4丁目 北原電牧附

弘前市文京町 弘前大学農学部

弘前市文京町 弘前大学農学部

帯広市西21条北 1丁目 土谷特殊農機具製作所

岩見沢市上幌向町道立中央農業試験場

広島県福山市緑町 2-17 広島大学生物生産学部

美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

札幌市中央区南 1条西25丁目 共済薬事札幌支居

札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

宇那木宏昌 I989-23 I宮城県亘理郡亘理町逢隈田沢字遠原全農東北講習所

裏 悦次 1069-131夕張郡長沼町東 6線北15号道立中央農業試験場

浦上 清 1220-02 1神奈川県津久井郡津久井町根小屋2915-111 

梅田安治 I060 I札幌市北区北9条西9丁目北大農学部農業工学科
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046 I余市郡余市町黒川町 1104 北後志地区農業改良普及所

-I 098-22 I中川郡美深町字敷島 119 上川北部地区農業改良普及所

- 1060 I札幌市北区北10条西 5丁目 北大環境科学研究科

内山誠

浦野慎

(W) 

田

田

辺

鷲

和

渡

渡

渡
4
i
n
u
 

n
u
p
o
 

n
u
n
u
 

寛

吾

男
信

正
辺

辺 098-57 

渡会信昭 I089-21 

(y) 

保田 博 I062 

山口兄弟牧場 I061-11 

山崎昭夫 I061-01 

山田勝美 I064 

山端三津吉 I098-16 

山本和博 I066 

山下陽照 I001 

札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター内酪農総合研究所

札幌市中央区北4条西 6丁目 毎日札幌会館 6F 大林道路側

札幌市北区北10条西 4丁目 畜産会館北海道畜産会

札幌市北区北4条西 2丁目 ヤンマー農機鞠

枝幸郡浜頓別町北 3-2 

広尾郡大樹町柏木町14-141 

札幌市中央区北4条西 6丁目 北海道開発コンサルタント附

札幌郡広島町大曲 601

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発部

札幌市中央区宮の森584

紋別郡興部町 518 興部町農協

千歳市上長都 106ト 2 スター農機附

札幌市北区北7条西 2丁目 北ピル北海道畜産農業協同組合

米内山昭和 I090 I北見市公園町11

米田裕紀 I073 I滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

梁川 良 I060 札幌市北区北18条西 9丁目北大獣医学部

吉家友治 I088-14 I厚岸郡浜中町茶内

吉田寿一 I098-57 I枝幸郡浜頓別町浜頓別町役場

吉 田 悟 I073 滝川市東滝川道立滝川畜産試験場

吉田一男 I079-01 I美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

吉田則人 I080 I帯広市稲田町帯広畜産大学草地学科

吉村俊和 I812 I福岡市博多区東公園 7ー7 福岡県農政部畜産課

吉原典夫 I044 I虻田郡倶知安町北4東 8 中後志地区農業改良普及所

芳 垣 勲 1610-11I京都市西京区大枝南福西町 2丁目11-7

八幡林芳 I694-01 I島根県大田市川合町中国農業試験場畜産部

(以上361名〕

円
〆
山口。



編 集 後 記

0第19号をお届けします。本号は「乳牛の群管理システムを考える」をテーマに編集しました。玉稿を

いただきました 3先生に厚く御礼申し上げます。近藤・干場の若手2先生の研究成果，柏木先生の北農

試新牛舎での研究成果は，乙れからの群管理システムの良き指針になる乙とと思います。

0本年のシンポジウム会場は，永年親しんだ鞠ムトウの会場から北大農学部へ移りました。ススキノへ

直行される方には不便になりましたが，懇親会場には歩いていける距離になりました。

0昨年12月の臨時総会で決定されましたが，本会は本年4月1日より池内会長，朝日田・西埜副会長の

' 体制でスタートしております。事務局は変更はありませんo 今後とも御協力をお願い致します。

(1984. 1l. 10 J.:vr. 
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北海道家畜管理研究会々則

第 1条 本会は北海道家畜管理研究会と言い，その事務局を北海道大学農学部に置く。

第 2条 本会は家畜管理等における機械化，省力化，衛生管理並びにその経済性などに関する

研究の促進及びその健全な普及を図ることを目的とする。

第 3条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1. 講演会及び研究会の開催。

2. 機関紙の刊行。

3. その他本会の目的を達成するに必要とする事業。

第 4条 本会は本会の目的に賛同する正会員及び賛助会員をもって構成する。

第 5条 本会には名誉会員をおく乙とができる。名誉会員は本会に功績のあった会員で，評議

員会の推薦iとより総会において決定し，終身とする。

第 6条 本会は役員として会長 1名，副会長 2名，評議員若干名，監事2名及び幹事若干名を

おく。役員の任期は 2カ年とするD 但し再任を妨げない。会長は会務を総理し，本会

を代表する。評議員は講演会，研究会その他本会の目的達成に必要とする事業を企画

し評議する。幹事は庶務，会計，編集その他日常業務を執行する。なお，本会iとは顧

聞をおく乙とが出来る。

第 7条 評議員，監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選し

総会において決定する。幹事は会長の委嘱による口

第 8条 正会員の会費は年額 2，000円とし，賛助会員の会費は 1口以上. 1口の年額は 5，000

円とする。

第 9 条 総会は毎年 1回開催し，会の運営に関する重要な事項を決定する。必要に応じて臨時

総会を聞くことが出来る。

第 10条 本会の会計年度は 4月1日より翌年3月31日までとする。

第 11条 本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。
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